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1.は じめ に

 『蒙古 秘 史 』(MongYol-un niYu6a tob6iyan)は 、 中世 蒙 古 語 を代 表 す る、 質 量 とも に群

を 抜 い た 漢 字 音 訳 資 料 で あ る 。

 本稿 は、 この 『蒙古秘 史 』に見 え る、現代語 では全 く実証 されな い2つ の動 詞語 幹

Uderi-/Uderid一 が 当時 一体 い かなる意味の差異 を示 してい たか、特 に、宋尾 の一d-を どの よ

う に解釈す べ きか を、蒙 古語族 の諸 言語及び諸 方言 か ら推定 し、 い くつ かの見解 を提 出す

る こ とを 目的 とす るもの で ある。

2,問 題箇 所 及び従来 の 見解

 さて、 問題箇所 は 『蒙 古秘 史』の巻6、 170節 で あ る 。

(§170)… 帖 舌列 歌 多魯 克薛 額舌児  馬納 中台 舌児石 兀都 舌児都里 納 舌闌

    tere   k6d61Ugse'ξ 睾r     manaGar蓉i     UdUr dUIi    naran

(チ ン ギ ス 可 汗 は)そ の 移 動 し なが ら、 翌 日     一 日 中    日 を

中合 舌刺 中合 勒只 慯 額 列 懾 古 舌児抽 兀 迭 舌鄰 巴 兀 罷

Qara qal5id      eled   kUr6U    廿derin   ba'Uba.

カ ラ ・カ ル ヂ ド 砂 漠 に 到 り、  休 食 しに 下 馬 した 。

兀 迭 舌里 暢抽 不 恢 突 舌児 阿 勒赤 歹 因  阿 黒騙 思 阿 都 兀 刺 兀 勒孫 赤 吉 歹

Uderid6U    bUkUi-dUr  Al6idai.yin aαtas    adu'Ula'Ulsun  Oigidai

休 食 して  い る 時 に、 ア ル チ ダ イ の 去 勢 馬  放 牧 人

主 亦 列 主 亦 列

JUyile  JUyile

 所   々

卯 温 都 舌侖

超au Undtr-Un

マ ウ ・ウ ン ドウ ル(山)の 南 面 を通 っ て

脱 兀 速 泥 兀 者 周

to'Usun-i UJeJU

砂 塵 を  見 て 、

客 別 里 兀 侖

kebelゴ{工1Un

傾 け さ せ 、

チ ギ ダ イ 、

中豁 亦 納 察

qoyina―6a

後 ろ か ら

 歹 亦 訥

'   d
aiyin-u

牙 的 舌児

Yadir

ヤ デ ィ ル が

那 中豁 安 突 舌児 阿 黒騙 昔 顔 阿 都 兀 闌 迂 歩 中灰 突 舌児

noGo'an-dur    aαtas-iyan adu'蔵lan  yabuqui-dur

新 草 の と こ ろ で 自 分 の 去 勢 馬 を 放 牧 して い る時 に、

額 不 舌里 耶 舌児 忽 刺 安 不 舌魯 中合 慯 荅 阿 舌鄰 阿 亦 速 中灰

ebUr-iy6r     Hula'an bur・uσad   da, arin  ayisuquエ

          フ ラ ア ン ・ブ ル ガ ドを 経 て や っ て 来 る 敵 の

歹 因  古 舌児 罷 客 額 周  阿 黒騙 昔 顔   忽 勒迭 額 慯 亦 舌列 周 …1)

daiyin kUrbe    ke'eJU  aGtas-iyan     hUlde'6d  ireJU

「敵 が 到 っ た 」  と 言 っ て 自分 の 去 勢馬 を 追 つ て や つ て 来 て 、 …

こ こで 、 問 題 の 兀 迭 舌鄰(睦derin),兀 迭 舌里 暢抽(Uderid6U)は 、 そ れ ぞ れUderi-n(-nは 非 分 離

・副 動 詞 語 尾;贓o .-n),Uderid-6U(-6Uは 結 合 ・副 動 詞 語 尾;Ho.―Ju2/道u22))と 分 析 さ

れ る か ら、 こ こ に2つ の 動 詞 語 幹Uderi-, Uderid一 が 抽 出 さ れ る こ と に な る。

 形態的観 点 か ら厳密 に見れ ば、中世の この2つ の 動詞語 幹 に対す る直接 の後 身 は、 現 在

の いかなる蒙 古系諸言 語 で も実証 されな い。 しか し、r秘 史 』のUderi-/Uderid一 が現 在 の
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い か な る語 に お お よそ 相 当 す るの か とい う点 に お い て は、 蒙 古 語 学 者 の 見 解 は 一 致 し、No。

Udele-(蒙 古 語Y双JI g x)《 休 食 す る 》 と比 定 して い る 。3)

 例 え ば 、 当 該 箇 所 の み を抜 粋 して 示 す と次 の よ う に な る。4)

。刀、aM双MHCYPi∋H(1976)

一一一 魍}{ 6yyB .T3}{丑 ヱ還)K6a前TaJI,一 一-

  休 食 し に  下 馬 し た 。 そ こ で  休 食 し て  い る と

・ Bayar(!981)

一一一 Udelen   baYuba .   〔idele5廿   bUkUi-dUr-一 一

  休 食 し に 下 馬 し た 。 休 食 し て い る 時 に

・ 凹ansang(1985)

一一一 UdelekU-ber baYuba 。   tende  Udele5U  bayitala-― 一

 休 食 しに  下 馬 し た 。 そ こ で 休 食 して い る と

・ Eldengtei
、 ArdaJab(1986)

兀 迭 舌鄰(Uderi-n)/Udele-n, Ude-yin  amaralta amaraqu.

             昼(正 午)の 休 恩 を  と る

兀 迭 舌里 慯抽 鱆derid― 甜)/Ude!e― 漁, Ude―ber  amara5u bayiqui-dur

                 昼(正 午)頃 休 息 して い る時 に

こ れ らの 訳 文(現 代 語 訳)を 見 る 限 り、 『秘 史 』 の2つ の 動 詞 語 幹Uderi-。 Uderid-に 対 し、

何 らか の 意 味 上 の 差 異 が 全 く見 ら れ な い 以 上 、 先 学 の 蒙 古 語 学 者 達 は 、 この 点 に そ れ ほ ど

注 意 を払 わ な か っ た か 、 あ る いは 仮 に注 意 を払 っ た と して も、 そ れ に対 す る解 決 策 を 見 い

出 せ なか っ た も の と考 え ざ る をえ な い 。5)

 さ らに、 『蒙古 秘史 』は、 当時 の蒙古語(中 世 蒙古語)を 漢 字で音 写 し、 その右 に単語 ご

とに漢字 で直訳 を施 し、 節 ご とに大 意を記す形式 を取 って いるが 、 『秘史 』のUderi-,

Uderid一 が現代語 で全 く実証 され ない(現 代語 には伝承 しなか っ た)た め、 彼 らが最 も訳 出の

拠 り所 に したの は、間違 いな くこの箇所 の傍訳 であろ う。

(音 訳)一一雌 旺 羆 麹 丕謄 児-一

    Uderin   ba'Uba. Uderid6U     bUkUi-dUr

(傍 訳)一 一一贓  下 了 贓 着 有 時-一

 以 上か らわか る ように、 『秘史 』のUderi―,Uderid一 に対す る傍訳 に、 い ずれ も 《歇餉 》

(昼 休 み、昼食 後 の休息)と い う訳語 が当 て られ、 明確 な意味 上 の差異 が見 られ ない こ とも

上掲 の訳 出に大 き く影響 を及 ぼ してい るもの と思われ る。

3,Uderi一 を 基 本 形 と見 る 立 場

3.1、Uder圭 一 の 語 構 成 分 析

この 立 場 に 従 え ば、 『秘 史 』 に 見 え る も う1つ の形 式Uderid一 は 、 Uderi-d一 と 分 析 さ れ 、
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一d一 はsuffix
、 す な わ ちdeverbal verbal suffix(以 ―下 、 適 宜 名 詞 はN、 動 詞 はVと 略 す こ と

が あ る)と 解 す る こ と が で き る 。6>

 こ こ で は、 動 詞Uderi-を 形 態 的 に い か に 分 析 す べ き か と い う こ と を 検 討 して み た い。

『秘 史 』 のUderi一 は 、 そ の 傍 訳 よ り、 名 詞 酌. Ude(蒙 古 語Y八)《 正 午 、 真 昼 》 と 直接 関 係

あ る と考 え られ る か ら、 少 な く ともUde(N)-ri-(N→V)と 分 析 で き る で あ ろ う。7)

 さ て 、 こ こで 問 題 とな る の 』は 、従 来 通 常den。minal verbal suffix(N→V)-ri一 の 存 在 は ま

だ 報 告 さ れて お らず 、 この1例 で も っ て そ の存 在 を 認 め て よ い の か と い う 点 で あ る。 こ れ

に 対 して は、 今 後 い くつ か の 並 行 例 が 呈 示 さ れ れ ば 、 そ の 存 在 を 認 定 で き る で あ ろ う が 、

筆 者 は現 在 の 所 、 こ の 立 場 に は まだ 慎 重 で あ る べ き だ と考 え る 。 筆 者 は 、 む し ろ 『秘 史 』

のUderi一 に 対 し、 元 来*Udere-(<Ude(N)-re-(NゆV))を 仮 定 し、 『秘 史 』 のtderi一 が こ の

*Udere-の 《単 発 性 、 一 回性 》 を 表 す 動 詞 語 幹 で あ る と考 え た い 。8)以 上 が 『秘 史 』 に見

え る2つ の 動 詞 語 幹 の 語 構 成 に 対す る筆 者 の 見 解 で あ る 。

3.2.旧 情 報 と新 情報

本論 に入 る前 に、 先ず注 目すべ きこ とは、 『秘史 』の 当該箇 所 の コ ンテクス トに現 れる

2つ の 動 詞 語 幹 の 出 現 順 序 で あ る。 『秘 史 』で は、 一一一Uderin bal Uba. Uderid6U bUkUi-

dUr-一 一の よ う に、 先 ずUderi一 が 現 れ、 次 にUderid一 が 現 れ て い るの で あ っ て、 決 して そ の 逆

の 順 序 、 す な わ ち 、 一一一*UderidUn ba'Uba. UderiJU bUkUi-dUr-一 一で は な い こ と に 注 意 し た

い 。 これ は 、 す な わ ち、 談 話 の流 れ か ら して 、Uderi一 が 旧情 報 、 Uderid一 が 新 情 報 を担 っ て

い る と把 え る の が 自然 で あ ろ う 。 した が って 、 この 場 合Uderid― の-d-(deverbal verbal

suffix)が ま さ に 旧情 報 と新 情 報 を 区 別 す る働 きを して い る こ とに な る 。

3.3.ア ス ペ ク ト接 辞(Aspectual suffix)

さ て 、 い よ い よ本 論 に 入 り得 る段 階 に達 した の で 、 以 下 、 『蒙 古 秘 史 』 に見 え る こ の2

っ の動詞語 幹 が当時一体 いか なる意 味の差異 を示 してい たか にっ いて論 ず るこ とにす る。

 2.で 述 べ たよ うに、 『秘 史 』のUderi-, Uderid一 の間 には語 義上 の 明確 な差 異 は全 く見

られ ないか ら、 両者 は動詞 の 何 らかの アスペ ク トの 差を反 映 して い る可能性が あ る。

3.3,1,完 成 体

  3,3.1.1.保 安 語 の 完 成 体 接 辞 一de-(―te―)

 『秘 史 』のUderid一 の一d-が 《完成体 》の意味 を表示 して いた ので はな いか とい う見解 は、

蒙古 語族 の うち、 甘粛 ・青海 省 の孤 立言語で ある保 安語9)に よって支 持 される。

 保 安 語 で は 、 同 仁 方 言 に属 す る年 都 乎(以 下 、(年)と 略 す)でsuffix-te―,保 安 下 庄(以 下 、

(下)ど 略 す)でsuffix-de-(な お 、 大 河 家 方 言 に属 す る甘 河 灘 で一te-/-de-)に よ っ て 完 成 体

の 意 味 が 表 示 さ れ る 。10>
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(年) hθoGera鯉   ogele如naI(cf. Mo. kebte-meg6e unta-6iqa-na.)

      (即 刻)     (完 成 体)

   横 に な る とす ぐに 眠 っ て し ま う

(下)  medeG⊥ 旦    δe旦弖d年. (cf. Mo. ～ie6eg-Ud negege-6ike-JUkti.)

     (複 数) (完 成 体)

花 が   開 いて しまった

3。3。1。2。 蒙 古 語 の 完 成 体 接 辞-頃x-(―tfi―)と の 関 連 性

 さ て 、 現 代 蒙 古 語 に お い て 動 詞 の 完 成 体 接 辞 と言 え ば 、 一 般 に一姫x-,-tfi-(酌.-6iqa-/

-6ike-)で あ る
。

・Teepee双oHrQUHoQcxo)KHM皿qHx6a貢xr3)K

  道 に 迷 っ て    飛 行 機 に    遅 れ て し ま う  だ ろ う  と

aHraa双  ra双ar田aa rapaarY獄,

こ わ が っ て    外 に     出 な か つ た

qH∫laraa双O覚PAOOHa双pyyyTaC双aXaa

君 は  な ぜ    最 近   私  に   電 話 を しな く

6a敷 覧{HxaaB3?

な っ て し ま っ た の か

この接辞の起源 に関 しては、従来蒙声語学者達の間では、結合副動詞語尾魍)(酌.

一Ju2/―6u2)に 動 詞(機 能 的 に 助 動 詞 と見 る こ と も で き る)orxi一 ㊥Q 。orki―)《 捨 て る 、 置 き 去

りに す る 》 が 結 合 し、 縮 約 した結 果 、 歴 史 的 に-魂x-が 形 成 さ れ た と考 え られ て い る 。1P

ま た 、 完 成 体 の も う1つ の 形 式 一填 一は、 現 在 で は、 一 般 に 一t∫ix一の 簡 略 形 式 ユ2)(あ る い は 不

完 全 形 式)、 す な わ ち 一可ix-〉 ―填 一と考 え られ て い る が 、 以 前 は 一部 だ が 、 結 合 副 動 詞 語 尾

一d3(一の+動 詞o頃 一(晦 。 oδi-)《 行 く 》 に 由 来 す る とい う考 え も あ っ た 。 ユ3) ま た 、 文 語

形 式(図Q.)-6iqa-/-6ike一 は 、 口語 形 式-可ix一 に 基 づ い て 、 しか も蒙 古 文 語 の母 音 調 和 の規 則

に従 っ て 、 後 に新 しく造 ら れ た も の で あ る。

 中 世 蒙 古 語 文 献 で は 、 現 代 蒙 古 語 の よ うに 一墳x-(-頃 ―)は 一 般 に 立 証 さ れ な い か ら、 も し

『秘 史 』のUderid一 の 一d一が 完 成 体 を 表 示 して い た と仮 定 す る な らば 、 少 な く と も次 の よ う

に推 定 す る こ とは 可 能 で あ ろ う。 す な わ ち 、 中 世 蒙 古語 に お い て は 、 動 詞 の 完 成 体 は2種

類 の 方 法 、 っ ま り、1つ はsuffix―d― とい う 単 純 形 式 で 、 も う1つ は何 ら か の 副 動 詞 語尾

+動 詞(助 動 詞)(例 え ば、od-《 行 く 》etc.)と い うい くつ か の 複 合 形 式 で 表 さ れ て い た 。 し

か し、 言 語 の 歴 史 的 過 程 に お い て、 後 者 の複 合 形 式 の うち の1形 式(-d5/-t∫orxi-)が 一 般

化 さ れ 、 一頃x一 と い う ―単純 形 式 とな っ て 発 展 す る14)と 同 時 に 、 元来 単 純 形 式 で あ っ たsuf-

fix-d一 が 蒙 古 語 及 び そ の他 大 多数 の 蒙 古 系 諸 言 語 で衰 退 消 失 して しま い 、 た だ 保 安 語 に お

い て の み 残 存 し、 そ れ を ―da-(―ta-)と し て発 展 させ た の で あ ろ う と。 ユ5)
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       中世蒙古 語

単 純形 式    一d-    … …→
               衰退複 合
形 式 副 動詞 語尾+助 動 詞 一 一→・               発展

(―ju2/-6u2 0rki-)

現 代 蒙 古 語

φ(cf.保 安 語 一de-/-te-)

一ぜix-(～ 一可i-)

 以 上 、3.3.1.の 見 解 に 従 え ば、 『秘 史 』 の 当 該 箇 所 は 、 次 の よ う な ニ ュ ア ンス を含 む

文 と理 解 で き る 。

 一一一休食 しに下 馬 した。(チ ンギ ス可汗 がそこで)撚/す つか り/す でに休食 してい る

時 に、 「敵 が 到れ り」と言 っ てチギ ダイ、 ヤデ ィル が自分 の馬 を追 ってや って来 て、 一-一

 一―-Y双JI3H 6yyB.(q躍Hrl4cxaaHLIr TgH双)

Y「双JI3qHx33双(～HgrgHT Y皿 」139』/)6a覚xa双,``双a藍caH

HpJI93 r99双qHrHゑa覚 只 刀IHpXOepaπyyraaTyy)K

HPC3H八 ―--

3,3.2,暫 時 体

 筆 者 は 、 か つ て 蒙 古 語 族 に お い てdeverbal verbal suffix-s-が 非 生 産 的 な が ら も 《瞬

時 体 》(momentary aspect)の 意 味 を 表 示 す る と い う結 論 を 出 した こ と が あ る 。16>

 こ こ で は、deverbal verbal suffix―s― が この 他 、 さ ら に 《暫 時 体 》 の 意 味 を も表 示 す

る こ とを 先 ず 論 証 した上 で 、 『秘 史 』 のUderid-の 一d一が こ の 《暫 時 体 》 の 意 味 を 表 示 して

い た の で は な い か と い う可 能 性 に つ い て 言 及 した い 。

 以 下 、3.3.2.1.,3.3.2.2.,3.3.2.3.で 、 先 ずdeverbal verbal suffix

-s一 が 暫 時 体 の 意 味 を 表 示 し う る こ と を 論 ず る
。

3,3.2.1.内 蒙 古 方 言xals一

 蒙 古 語 ・内 蒙 古 方 言 に は 、xals-《 少 し酔 う》 とい う動 詞 語 幹 が あ る 。 こ の 語 は 、 xal-

《熱 くな る 》 の派 生 語 で あ り、 内 蒙 古 の 『蒙 漢 辞 典 』(1976)に は 、 そ れ ぞ れ次 の よ う に記

述 さ れ て い る 。

・N。 .魎 《(不 及)① 熱 、 麦 熱 ② 矚 有 醉 意 》

  arikin―du qalasa-《 略 有 醉 意 》

・M。 .螳 《(不 及)① 熱 、 麌 、麦 熱 … 》

t。Y。Yan-u usu qala・ba《 蝎 里 水 熱 了 》

arikin-du qala-《 酒 酣 耳 熱 》

 一 方 、 ハ ル ハ 方 言(モ ン ゴ ル 人 民 共 和 国 の 標 準 語)で は 、xa」Iax《 熱 くな る 》 は 用 い

られ るが 、xaπcaxと い う語 が 内 蒙 古 方 言 の よ う に 《少 し酔 う 》 とい う意 味 で 用 い ら

れ る こ と は な い 。 ユ7)一 般 に 内 蒙 古 方 言 の 口 語18)で 、 "εrxind xalsla:."(cf.No.arikin-
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duqalasa・la.)と 言 え ば 、 ハ ル ハ 方 言 のapxMH双)KaaxaHxa・ π 」laa(～

xa」IaMU、 」Iaa).《 酒 に 一少 し―酔 っ た 》 と い う分 析 的 表 現 に ほ ぼ 相 当 す る こ と を 考 慮

に 入 れ る と、 内 蒙 古 方 言 に 見 え る動 詞 語 幹xals一 は 、 xal-s-<qala-s一 と 分 析 で き、 こ の一s-

に は 暫 時 体 の 意 味 が 含 ま れ て い る も の と解 釈 す る こ とが で き る。

3。3.2。2,内 蒙 古 方 言(Mo.)6algis一

 内 蒙 古 の 辞 書 類(こ こで は 、 『蒙 語 正 音 正 字 詞 典 』(1977)、 『蒙 漢 辞 典 』(1976)の2種 を

取,り 上 げ る)に は 、Mo.6algis一 と い う動 詞 が 麗o.6algi一 と と も に そ れ ぞ れ 次 の よ う に説 明

さ れ て い る。

・No .幽 ヒ[晦lgasah]幽6algi一

              少 し こ ぼ れ(出)る

       《(不 及)梢 迸 出 、 梢 戳 出 、 激 濺 》

・No . 魍 二 [斯田lgah] dolgi5u asqa一

          揺 れ て こ ぼす

      《(不 及)晃 蕩 、 蕩 出、 晃 出 、 迸 出 、 濺 出 、 激 戡 》

一 方 、 ハ ル ハ 方 言 で は 、uaJlrHx(cf.恥.6algi-)は 一 般 に 《(容 器 に 入 っ た 液 体 が)

揺 れ て こ ぼ れ(出)る 》 こ と を 意 味 し、 例 え ば、A月raTa厳 耳a負 凪a、 πrHB.《 茶

わ ん に 入 っ た お 茶 が(揺 れ て)こ ぼ れ た 》 の よ う に 用 い ら れ るが 、ua.πrHcaxが 内 蒙

古 方 言 の よ う に 《(揺 れ て)少 しこ ぼ れ る 》 とい う意 味 で用 い られ る こ とは な い 。19)

 し た が っ て 、 内 蒙 古 方 言 に 見 え る暦o.6algis一 は 、6algi-s一 と 分 析 で き 、 こ の-s一 に は 暫

時 体 の意 味 が 含 ま れ て い る も の と解 釈 す る こ とが で き る 。

3―3。2.3,中 世 文 献 『ム カ デ ィ マ ッ ト ・ ア ル ・ ア ダ ブ 』 に 見 え る 駈rsa―

 中 世 の ア ラ ビ ア 字 蒙 古 語 文 献 『ム カ デ ィ マ ッ ト ・ア ル ・ア ダ ブ 』(以 下 、 『ム 』 と 略 す)

で は、 温rsa― と い う動 詞 語 幹 が 見 え る 。

(336) 忌irsa。ba  Yarni  ―-  q. qur工 ・dX eliki

   か わ い た 彼 の 手(が)《ero pyKaBblCOXJIa》

こ こ で 、 蒙 古 語 §irsa― は 、 チ ュ ル ク語qur1-(現 在 の トル コ語 のkuru-《 か わ く》 に 対 応 す る)

と の 対 訳 に よ り、 少 な く と も 当時 《か わ く 》 とい う意 味 で 用 い られ て い た こ とは 明 ら か で

あ る。 しか し、 こ の 語 は 現 在 の い か な る 蒙 古 系 諸 言 語 で も 実 証 さ れ ず 、 現 在 で は この 語 の

直 接 の後 身 を 見 る こ と は で き な い。

 ま た、 さ ら に 同 文 献 で は 、 動 詞 語 幹 §ira一が 見 え 、 こ ち らの 方 は 《焼 く 》 の 意 味 で 現 在 の

蒙 古 語 族 に 完 全 に そ の 後 身 を 見 い 出 す こ とが で き る 。

(335)迦 ・baYal-du 《)KapMJ1 ero Ha QrHe》

焼いた 火で
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豊工二旦・qsan《 姙(apeHHbl覚 》

焼 い た

鎚 ・qsan miqan 《 田alH JI bi K》

焼 い た  肉

Mo. sira― (L) 《vt. To roast,broi1,fry-一 一》

保 安 語oira-,東 郷 語sira-, 土 族 語cira:一,東 部 裕 固 語 ∫θra-,ダ グ ー ル 語 ∫ar―,

蒙 古 言吾 皿Iap-.

さ て 、 筆 者 は 、 『ム 』 に 見 え る §irsa一 が 上 述 し た 話ira一 の 派 生 語 で あ っ た の で は な い か と

考 え る 。 私 見 に よ れ ば、 『ム 』の §irsa一 は 、 §irsa-<話iras-<sira-s一 と 分 析 さ れ 、 こ

の 一s一が 暫 時 体 の 意 味 を 内 に 含 ん で い る もの と解 釈 す る。 す な わ ち 、 嵐rsa一 と い う動 詞 語 幹

に 対 し、 本 来 《(火 で)完 全 に 焼 くの で は な く、 烈/燃 焼 く 》 と い う意 味 を 仮 定 し、

こ れ が 《あ ぶ る、 火 で か わ か す 》 を 意 味 す る よ う に な っ た の で は な い か と考 え ら れ る 。

 ま た 、 同 文 献 で さ ら に 動 詞 語 幹qata-(cf.蒙 古 語xaTaax)が 、

(295)盟L亘 ・qsan    miqan  《cy田eHoeM∬co》

   か わ か した(干 し た)肉

(296)亜 亘・ba      miqan-i 《BHπHJI M∫lco》

   か わか した(干 した)肉 を

の ように 《か わか す、干 す》 の意 で用 い られ ている こ とか ら、 上述 した駐rsa一 との 基本 的

な意味 の違 い は、 《か わかす 》手段 と して、一般 に火 を用 い るかい なか にあった ので はな

いか と考 え る。す なわ ち、醍rsa一 は、 一般 に 《額 かわか す(→ あぶ る)》 とい う意 味 であ

った のに対 し、qata-の 方は、 太陽 ・風 な ど一般 に 《贓 か わか す 》とい う意味で あ

っ たので はな いか。 た だ し、 ここで1つ 問題 とな るの は、 『ム 』に見 え る蕊rsa― が 自動詞

の意 味で用 い られ、 筆者 の推 定 した他 動詞 の意味 と違 い を示す とい う点 だが、 これ は蒙古

語 の若 干 の動詞20)に 見 られ る 自動詞 ・他動詞 両意語幹 を設 定 する こ とに よって処理 で き る

問題 なの で、 ここで は、 そ れ ほど議論 の妨 げ とは な らな いで あ ろう。2P

 したが って 、 『ム 』(336)に 見え る例 文(蒙 古 文)は 、 《彼 の手 が 自然 に乾 い たの ではな く、

火で か わか した(あ ぶ った)結 果、か わい た》の意 に理 解す べ きで あ ろ う。

 以 上 、3.3.2.1.,3.3.2.2.,3.3.2.3.の3つ の 例 に よ っ て 、deverbal ver-

bal suffix-s一 が 蒙 古 語 に お い て 暫 時 体 の 意 味 を 表 示 し う る こ と を 明 ら か に し た 。22)

3,3,2.4.蒙 古 語 の 音 節 末 子 音 一s-～-d一 の 交 替

 さ て 、 こ こ で 蒙 古語 の 音 節 末 の位 置 で 一 般 に一s-～-d-の 子 音 交 替23)が 見 ら れ る こ とを 思

い 起 こそ う。

a)動 詞 の語 幹 末 子 音 と して

 Mo. dele璽 一(ム …∋JI双3X)～dele旦 一(八3再cgx)《 打 つ 、 た た く 》
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Mo. egUd-(YY丑gx) ～egU旦 一(YYc3x) 《生 ず る 、 起 こ る 》

b)形 容 詞 か ら動 詞(自 動 詞)を 形 成 す るsuffixと して

 Mo. baYa(6ara)《 小 さ い 》>baYa旦-(6ara五ax)《 小 さ くな る 》

              ～baYa旦 一(6aracax)

Mo. yeke(HX)  《大 き い 》>yeke壘-(HXム3x)  《大 き く な る 》

              ～yeke旦 ―(Hxcgx)

c)方 言 間 にお け る音 節末 の子 音対応 と して

   Mo.       蒙古語(ハ ルハ)   ブ リヤー ト語

bo旦 一 《起 き る 》:60彑ox[bDs一]  60且oxo[bod-]

emU旦 ― 《着 る 》 :eM£ex[ems-]  YM丑gxg[umd―]

Mo。      ハ ル ハ 中 央 方 言   ハ ル ハ 東 方 言24)

ebe旦-《 痛 む 》 :eB互gx [餠6d-] eB」 ≧ex [ew6s―]

qabu重 一《腫 れ る 》:xaB丑ax[xawd-] xaB ―⊆ax匚xaws-]

 以 上 の 事 実 は 、 上 述 し た 《瞬 時 体 ・暫 時 体 》 を 表示 す るdeverbal verbal suffix-s一 の

存 在 と 同 時 に、 同 じ意 味 を表 示 す るdeverbal verbal suffix-d一 の 存 在 の 可 能 性 を 強 く示

唆 す る も の で あ る。

次 節 で は 、 実 際 にdeverbal verbal suffix-dー カ∫deverbal verbal suffix-s-と 同 様 、

《瞬 時 体 》 の 意 を 表 示 して い る と思 わ れ る一 群 の 動詞 に つ い て 検 討 を加 え る こ と に す る。

3,3。2.5。 蒙 古 語(Mo。)UkUdke-/Uk慧dkU-/UkUdki-に 見 え る 要 素 ―d一

(]L) HQ。 UkUdke-, Uk琶dkU- 《vi。 τo faiRt, becαne unconscious》

(二 十 一 巻 本)UkUdkU・ge6i ebed6in/nige kedUn edUr tasiyalan nigente genedte

                    数  日 た っ て  一 度  突 然

しatabalJan ma》uJiraqui―yi anu UkUdkUge6i ebed6in ke紐emUi。

け い れ ん し 気 絶 す る こ と を  意 識 を 失 う 病 気(「 て ん か ん 」)と 言 う

(11工) UkUdki- / maYuコira(≧u metU-yin

       気 絶 す る 等  の

UkUdkU・g6i ebed6in / bayin bayin Ina冒u5iraqu ebed6in

           何 度 も  気 絶 す る  病 気

 これに対 す る中世蒙 古語 及 び現 代語 の諸形 式は次の ようで あ る。

(秘)兀 窟 櫞古(櫨UdgU-)《 昏 》(196)

塔 陽 中罕  兀 格 突 舌児 米 訥 兀窟 坦査 周   斡 額 迭 帖 蔑 纒 兀 舌児 古 周 中合 舌児 罷

Tayang qan Uge-dUr    minu  UkUdgUゴ 直      6'百de   teme6en UrgUjU     Garba.

タ ヤ ン汗 は 言 葉 に ← 私 の 意 識 が ボ ー と し 上 へ  争 い  驚 き   上 が っ た
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(内 蒙 古)甑Udki-(正 音 正 字)[uh∂thi:hha¥ujiran una一

                  失 神 し  倒 れ る

        (蒙漢)《(不 及)〈 旧 〉昏倒 、畢倒 、攣 厥 》

(ハ ルハ)25)

(H)VxTr3x/yxaaHM3丑PgJl aJ!πa)K6aJlap丑ax

             意 識 を      失 い   ボ ー とな る

       YXTrgrq eBqHH て ん か ん

YX3TXレ1覚X/Myy)KPaHyHaX,YXTr3HyHaX

           失 神 し   倒 れ る   気 絶 し   倒 れ る

            YX3TXH覚H yHax 失神 し倒 れ る

(ブ リヤー ト)Yx9丑x3x9(汲onycT.oT Yx3x9)《06MHpaTb》

              YX3×3の 使 役形         気 を失 う

e。9.Yx3皿x3HyHa爆L6a《3aMepTBoyr【aJ1》

            (強 調)   意 識 を 失 っ て  倒 れ た

Yx3ムxgHrH《MePTBeHHbl前 》

           死 ん だ よ う な

 以 上 の 例 か ら、 形 態 的 に 異 な る3つ の 蒙 古文 語 形 式UkUdke-/UkUdkU―/Ukαdki-を 取 り出 す

こ とが で き る 。

 第1の 形 式UkUdke一 は 、 形 態 的 にUkU―d-ke一 と 分 析 さ れ、 UkU-(cf.蒙 古 語vx∂x)は 《死

ぬ 》 を意 味 す る動 詞 語 幹 、-d一 は こ こで 最 も 重 要 な 意 味 を 持 つdeverbal verbal suffix,

-ke一 は(deverbal verbal)cau$ative suffixと 解 釈 す る こ と が で き る。 筆 者 の 考 え で は 、 こ

の 一d一は 、 ま さ に 《瞬 時 体 》 を 表 示 す る も の と解 釈 さ れ るか ら、 動 詞UkUdke― に 対 し、 元 来

《孅 死 ん だ よ う に な る 、 鳥 瞹 死 ん だ状 態 に な る 》 と い う意 味 を 仮 定 す る こ と が で き 、 こ

れ が 《意 識 を 失 う、 失 神 す る 、 気絶 す る 》 等 を 意 味 す る よ う に な っ た も の と考 え る こ とが

で き る 。

 ま た 、 第2の 形 式 荘kUdkU一 に 対 して 、 筆 者 は、 小 沢26)と 見 解 を 異 に し、 第1の 形 式 の 発

展 形 、 す な わ ちUkUdke->Uk慧dkU― と 見 る。 こ れ は 、 一・種 のlabial attractionが 起 こ っ た

と見 る考 え で あ る が 、 この 変 化 は、 少 な くと もUkUdke-に お い て 、 causative suffix-ke一

が そ の本 来 の 意 味 を 失 い 、 語 彙 的 に 完 全 に1つ の 自動 詞 と して 意 識 さ れ る よ う に な っ た後

に 起 こっ た の で は な い か と推 定 さ れ る 。27)

 さ ら に、 第3の 形 式UkUdki一 に 対 して は、 前 者 の2形 式 とは 異 な る 、 独 自の 発 展 を 遂 げ た

も の と考 え る 。 私 見 に よ れ ば 、 第3の 形 式 に対 す る 口 語 形 式uxedxi:一 ～uxetxi:-(cf.蒙

古 語YXgTXH蔚x)に 見 え る要 素-xi:一 は 、 現 代 蒙 古 語 の 、 い わ ゆ る 瞬 間 動 詞 に 見 え る 、

数 的 に圧 倒 的 に優 勢 な-sxi:-(こ れ は 、 《暫 時体 》 を 表 示 す るsuffix―sxi:一(v→v)と は 異

な り、 共 時 的 に も―S+xi:一 と 分析 可 能 で あ る)28)の 要 素 一xi:一 に 対 す る 類 推 が 、 同 じ瞬 間 動
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詞 の 口語 形 式uxedxo-(こ れ はMo, UkUdke-, UkUdkU一 に 対 す る 口語 形 式 で あ る)に 働 き 、

uxedxe->uxed～ 止 一 ～uxet～ 血 ―と変 化 した結 果 、 生 じた も の と 解 釈 す る。 つ ま り、 蒙 古

文 語 に見 え るUkUdki-は 、 UkUdke->UkUdkU一 と い う変 化 の 延 長 上 に位 置 付 け ら れ る も の だ

が 、 あ く まで も 、 類 推 に よ つ て 生 じた 口語 形 式uxedxi:一 ～uxetxi:-を 反 映 した も の で あ

り、 後 に 文 語 形 式 に取 り 入 れ られ た も の と考 え る。

 以 上 、3っ の 蒙 古 文 語 形 式UkUdke-/Uk尊dkU一/"kUdki一 に 関 し、 そ の 語 構 成 及 び 成 立 過 程 に

つ い て簡 単 に 私 見 を述 べ た 。 特 に、3つ の 形 式 の う ち で 、 最 古 の 形 態 を 示 して い る と 考 え

ら れ るUkUdke一 に お い て 、 deverbal verbal suffix-d-が 《瞬 時 体 》 を 表 示 して い る 可 能 性

につ い て 言 及 し た。 こ こ で 、 さ ら に強 調 した い こ とは 、 上 述 の 一 群 の 動 詞 に対 し、 例 え ば 、

蒙 古 文 語 に お い て*UkU旦ke-/*UkU鎮U-/*UkU旦ki一 や 、 そ れ ら に 対 応 す る現 代 蒙 古 語 諸 形 式 が

全 く実 証 さ れ な い こ と は 、Mo. UkUdke一 に 見 え る ―d-(V→V)が 《瞬 時 体 》 表 示 の 意 味 を 内 在

しな が ら、 しか も 、 単 な る 一s-の 交 替 に よ っ て2次 的(seCQndary)に 生 じた も の で は な く、

あ く まで も本 来 的(primary)な も の で あ る と い う こ とを か え っ て一 層 強 く裏 付 け る 証 拠 と な

り得 る と い う 点 で 非 常 に 重 要 で あ る 。

3.3,2,6.ツ ン グ ー ス 系 言 語 に 見 え る ア ス ペ ク ト 接 辞 ―t-/-s-

 さ て 、LM.BaCH諏eBHqに よ れ ば 、 ソ連 領 内 の 若 干 の ツ ン グ ー ス 系 言 語 に お い

て 、deverbal verbal suffix-t-/-s一(エ ヴ ェ ンキ 語 一t-,エ ヴ ェ ン 語 一t-,ウ デ へ 語 一s-)が

動 作 の 短 い ア ス ペ ク ト(筆 者 の 言 う所 の 《瞬 時 体 ・暫 時 体 》)を 表 示 す る と言 う 。29)

 以 下 は 、 エ ヴ ェ ンキ 語 の 例 で あ る 。

Hqg― 《BH双eTb》      :HqgT- 《nOCMOTpeTb》

        見 る                  パ ッ と見 る

T3r9-《CeCTb,CH丑eTb》:T3r3エ ー 《-辿CeCTb》

          座 る             ち ょっ と座 る

この事実 は、 蒙古 語 に見 え る 《瞬時体 ・暫時体 》の意味 を表 示 す る動詞 の アスペ ク ト接辞

-s-たd― が単 に蒙 古語 内部 に とどまるもので はな く、少 な く とも蒙 古語 と満州 ・ツ ングー ス

語30)に 共 通 した要 素 であ っ たので はな いか とい うことを推定 させ る。

 以 上 、3,3.2.1.～6.の 結 果 を総 合 す る と、 『秘 史 避 のUderid-の 一d一が 《暫 時 体 》 の

意 味 を表 示 して い たの で は な い か と い う見 解 は、 十 分 に 受 け 入 れ る こ とが で き よ う。 この

場 合 、 形 態 的 に は 《暫 時 体 》 の 意 味 を 表 示 す るdeverbal verbal suffix-s― の 交 替 形 と見

る こ とも 、 あ る い は 、 直 接 元 々 のdeverbal verbal suffix-d一 と結 び っ け る こ との い ず れ

の 解 釈 も 可 能 で あ ろ う 。 し た が っ て 、3.3.2.の 見 解 に 従 え ば、 『秘 史 』の 当 該 箇 所 は 、

次 の よ うな ニ ュ ア ン ス を 含 む 文 と理 解 で き る 。

一一-休 食 しに 下 馬 した
。(チ ン ギ ス 可 汗 が そ こ で)烈/し ば ら く休 食 し て い る 時 に、 「敵 が
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到 れ り 」 と 言 っ て チ ギ ダ イ 、 ヤ デ ィ ル が 自 分 の 馬 を 追 っ て や っ て 来 て 、 一 一

一--YムJI3H6yyB
。(qHRrHcxaaHLIr T3H双)コL豊Y刀IJI9)K

6a覚xaム,``ムa魅caHHpJ139,,P93双qレIr}1双a前 分 ムHpxOep

a』lyyraa Tyy)KHPCgH皿 層-―

3。3,3,眼 前 現 象 の 強 調

 『秘 史 』のUderid― の一d一が 《眼前 現象 の強調 》の意味 を表示 して い たの では ないか とい

う見 解は 、蒙 古語 の うち、 内 蒙古下 位 方言の 口語 に よって 支持 され る。

3.3,3,1.内 蒙 古 語 ・下位 方 言3ユ)の 口語 に 見 え る ア ス ペ ク ト接 辞 一da-4

 従 来、 このsuffixに 関 し、 全 く報 告例 はな いが、 筆者 の観 察 した所 、 これは蒙 古語 ・ハ

ル ハ方言 の 口語 には全 く見 られないが、 内蒙古の若 干 の下位 方言の 口語 で実際 に見 られ る

よ うで ある。 以下 は、筆 者 が観察 し、収集 した例 で ある。

a)ア ル ホルチ ンの 口語32)

・ted   ug bala:lda鎚d5 bε:n .

彼 ら が 言 い 争 っ て   い る

(}Io. tede Uge buliya-ldu-5u bayina.)

・x=)j〔)r xu:xod m3d=):r t∫iα}x〔)ld5壁d3 bε:sa:r t=)lg⊂):go:n xag IJ(£x5t∫ixl〔): .

 2人 の 子 供 が 木 で な ぐ り 合 っ て い て  頭 を   ザ ク ッ と 切 つ て し ま っ た

(區o. qoyar keUked modu-bar 60ki-1du-5u bayi―YsaYal・ toloYai-ban qaYa 60ki-6iqa-

la.)

b)ホ ル チ ン の 口 語33)

 ・ ted   tend    In(2r Φraldadad5 bε:n.

彼 ら が あ そ こ で 競 馬 を し て   い る

(Mo. tede tende mori uruldu-ju bayina.)

。〔)1⊂)n  xu:xed g〔)1d ombal∫i血dl5 bεxira1∫i壘d5 bε:n .

大 勢 の 子 供 が 川 で 泳 い で   騒 い で    い る

(Mo, olan keUked Yoo1―du umba-1こia-Ju barkil・a-16a-ju bayina.)

 内 蒙 古 語 ・下 位 方 言 の 口 語 に見 え る動 詞 の ア ス ペ ク ト接 辞 一da-4(-da-/-d6―/-dう 一/-d6-)

に 関 し、 筆 者 の 観 察 した 所 、 次 の よ う な特 徴 を持 つ こ とが 明 ら か と な っ た 。

① 形 態 的 特 徴

 こ のsuffixは 、 形 態 的 に は 主 に相 互 態(cf.巡o。-ldu―2)や 共 同 態(cf.Mo.―16a-2)等 のsuf-

fix34)を 有 す る若 干 の 動 詞 語 幹 に接 続 す る よ う で あ る 。(相 互 態 や 共 同 態 のsuffixは 、 一 般

に 複 数 概 念 を 表 示 す る た め 、 このsuffix-da-4は 、 こ れ に 呼 応 し、 そ れ 自身 く 複 数 概 念 〉

を 内在 して い る の で は な い か と推 定 さ れ る。)
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② 時制 ・アスペ ク トに関す る特徴

 こ のsuffixを 有 す る動 詞 の 示 す ア スペ ク トは、 一 般 に は 進 行 ア ス ペ ク ト(cf.Mo.-Ju2/

-6u2 bayi―)で あ り
、 時 制 に 関 して は 、 非 過 去 の 一na4～-n(cf。Mo.一 照2)や 過 去 の 一san4

(cf.Mo.-xsan2)等 の 動 詞 語 尾 とは 直 接 結 合 しな い。

③ 意 味 的 特 徴

 このSuffixは 、 一般 に 《発話者 が 眼前 現象 をよ り具体 的 に、鮮 明 に、 しか も強 調 的 に述

べ る》際 に用 い られ る ようで あ る。35)

 以 上 、 ①,② で 述 べ た よ う に、 上 述 のsuffix-da-4は 、 形 態 的 及 び 時 制 ・ア ス ペ ク トに 関

し、 一 定 の 条 件 が あ る も の の 、 内 蒙 古語 ・下 位 方 言 の 口語 に 事 実認 め ら れ る こ と は非 常 に

注 目 す べ き こ と で あ る 。 た だ し、 こ のsuffix-da-4を 、 直 前 の 動 詞 の 語 幹 末 子 音 一d-(例 え

ば 、suffix―ld一 の 一d一等)の 単 な る重 複(reduplication)に す ぎ な い と見 る 立 場 も あ り得 る

で あ ろ う。 しか し、 この 立 場 で は 、 ホ ル チ ン の 口 語 の 第2番 目 の例 、 す な わち 、 直前 の 子

音 が 一d一で な い 場 合(こ の 場 合 、suffix一 ヱ∫i一に接 続 して い る)に 対 し、 統 一 的 な 説 明 が で き

な く な る た め 、 こ こ で は 、 敢 え て こ の 立 場 は取 らな い こ と に す る 。

 さ て 、 上 述 したsuffix-da-4が 、 『秘 史 蠡 に 見 え る動 詞 語 幹Uderid一 のsuffix-d― の 直 手妾

の 後 身 か ど う か と い う 問 題 は 、 今 後 の研 究 に委 ね る と して 、 現 段 階 に お い て 少 な く と も こ

の2つ のsuffixの 間 に 意 味 的 結 び つ き を 想 定 す る こ と は 全 くの 不 可 能 な こ とで は な い で あ

ろ う。 特 に、 動 詞 の アス ペ ク トに関 し、 『秘 史 』 にお い て 、Uderid麺 堕 馳i-dUrの 如 く進

行 ア ス ペ ク トで あ る こ と は 、 上 述 したsuffix-da-4の 諸 条 件 の1つ(上 掲 、② を指 す)に 合

致 して お り、 こ の 考 え の 傍 証 と な り得 る 可能 性 が あ る 。 ま た 、 これ は 全 く推 定 の 域 を 越 え

な い が 、 上 掲 、 ① で 述 べ たsuffix-da-4の く 複 数 概 念 〉 が 、 も し 『秘 史 』 のUderid一 の-d一

に も 内 在 して い た と考 え る な ら ば、 問 題 箇 所 、Uder過6U bUkui-dUr《 休 食 して い る時 に 》

の 主 語 は 、 形 式 的 に は 「チ ン ギ ス 可 汗 」 を指 す が 、 意 味 的 に は 「チ ンギ ス 可 汗 を 長 と す る

陣 営 の め ん め ん 」 ま で を も 含 意 して い る と考 え るべ き か も しれ な い 。

3。3,3,2.新 情 報 との 関 連 性

 こ こ で は 、 上 述 したsuffix-da-4の 表 示 す る 意 味 、 す な わ ち 《眼 前 現 象 の 強 調 》 に つ い

て 、 日本 語 の 例 を 参 考 に しな が ら、 さ ら に考 察 を 深 め る こ と に す る 。

 日本語 で は、一 般 に助 詞 「は 」は 旧情 報を、助詞 「が 」 は新 情報 を 示す が、 「目の 前の

出来事 をその まま描 写す る場合 」に用 い られ るのは、 後者 、 す なわち新 情報 を示 す 「が 」

の 方 であ る。36)

・ほ ら、 バ ス 逆 や っ て き た 。

    (*は)

・あ れっ、 ボ ケ ヅ トに穴逆 あいて いる。

         (*は)
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・おや、 チ ュー リップの芽 塑出て い る。

          (*は)

 さ て 、 先 に3.2.で 、Uderi― が 旧情 報 を、 Uderid-が 新 情 報 を 担 っ て い る こ と、 ま た3.

3。3.1.で は 、Uderid一 の 一d一が 《眼 前 現 象 の強 調 》 の 意 味 を 表 示 して い た 可 能 性 につ い て

言 及 した が 、 日本 語 の こ の 事 実 は 、 こ れ らの 事 柄 と 全 く合 致 し て お り、 内 蒙 古 語 ・下 位 方

言 の 口語 に 見 え るsuffix-da-4の 表 示 す る意 味 を 理 解 す る 上 で 極 め て 有 用 で あ る と考 え る。

ま た 、 先 に 述 べ た よ う に 、 『秘 史 』 のUderi-,配erid一 に 対 し、 そ の 傍 訳 を見 る 限 り、 語 義

上 の 差 異 が 全 く見 られ な い こ とは 、 こ の 見 解 に と っ て 有 利 で あ る 。

 以 上 、3.3.3.の 見 解 に 従 え ば、 『秘 史 』 の 当該 箇 所 は 、 次 の よ う な ニ ュ ア ン ス を 含 む

文 と理 解 で き る。

-―-休 食 し に下 馬 した
。(チ ン ギ ス可 汗 が そ こ で)休 食 して い る ま さ に/ち ょ う どそ の 時 に 、

「敵 が 到 れ り 」 と言 っ て チ ギ ダ イ、 ヤ デ ィル が 自分 の 馬 を 追 っ て や っ て 来 て 、 一一一

―--Y八JI3H6yyB .(qH}{rHcxaaHblr TgH双)V双JI3)K6a前x

-Ye双,``刀/a益caH HPJI33,,r33刀Iql4ru双a貢 只 ムHP

XOepa刀lyyraaTyy)KHpCgH丑 ―――

3,4.語 派 生 接 辞(Derivational suffix)

 3.3.で は 、 『秘 史 』 のUderid-の 一d―が 、 動 詞 の ア ス ペ ク ト接 辞(Aspectual suffix)で

あ っ た と仮 定 し、 論 を進 め た が、 こ こ で は 、 語 派 生 接 辞(Derivational suffix)と して 用 い

ら れ て い た 可 能 性 につ い て も 言及 して み た い 。

3,4.1.蒙 古 語 に 見 え る 語派 生 接 辞-d一

 一 般 に、 現 代 蒙 古 語 で は 、deverbal verbal suffix-d一 は 極 め て 非 生 産 的 で あ り、 現 在 、

若 干 な が らも 認 め られ る の は 、 動 詞 の ア スペ ク ト接 辞 と して で は な く、 語 派 生 接 辞 と して

で あ る。

3.4,1,1,ハ ル ハ 方 言 田Hr丑 一

 蒙古語 ・ハ ルハ 方言で は、 動詞語 幹 ■Hr一 は 《た く さんの 所 には まり込 む、 入 り込 む》

を 意味す るの に対 し、そ の派 生動詞 田HrA一 は 《贓 は まり込 む、 入 り込 む 》 を

意 味す る。 したが って、後 者 皿Hr双 一は 皿HP一 双一と分析 され、 この場 合、 この ―双-(-d-)

には語幹 の表 示す る意味 を 《限定(特 殊 化)》 す る働 きがあ る と言 え よう。 この2種 の動 詞

を含 む次 の文 を参 照さ れた い。

〈 山H工 ・-〉
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・XoHHHblYcgH双oJ】oHxaqHr田P1rcgH6a勇Ha。

  羊 の   毛 に  た く さ ん の だ に が  入 り込 ん で  い る

・XaBpblHxaBcapraYJ193⊃K ,9、 πc田opQoTo,πro覚H

  春 の     寒 風 が     吹 き 、   砂 が        髪 の

YC93PH3r 田14r⊃K rYHUJI93.

 毛  一 面 に 入 り込 ん で  し ま っ た

〈 田Hrハ ー〉

・瓢a田}lH 田aBaPT mHr双C3H .

  車 が    泥 に    は ま っ た

・T3M99HH覚 TaBxa黄 eprθH 60JloxooP gJ!c3H皿

  ラ ク ダ の    足 は   広 い    の で     砂 に

垈-巫3xrY灘 ・

  は ま ら な い

・Hoxo厳HOQCXYYX9双  a覚)K6a益 田 麗Hr跖 軅 覚 6yJ!aH刀1

    犬 を     子 供 が  こ わ が っ て   建 物 の      隅 に

田nr双C3H6a煎B。

   入 り 込 ん だ

3。4。1.2.ハ ル ハ 方 言 yJIa蔚 江 一37)

 蒙 古 語 ・ハ ル ハ 方 言 で は、 動 詞 語 幹y渥a覚 一は 単 に 色 が 《赤 くな る 》(=yJIaaH

60π ―)を 意 味 す る の に 対 し、 そ の 派 生 動 詞y刀a益 丑 一は 、 前 者y源a前 一にxa∬ 一

《熱 くな る 》 と い う意 味 を付 加 した 、 一 種 の 複 含 動 詞 の よ うな 意 味 、 す な わ ち 《赤 熱 す る

(熱 くて 赤 く な る/赤 くな る ほ ど熱 く な る)》 を 表 示 す る(た だ し、 ハ ル ハ 出 身 の イ ンフ ォ ー

マ ン トよ り確 認 した 所 、yπa眞 ム ーの 中心 的 意 味 は 、 後 者xa」1一 の 方 に あ る と い う)。 し

た が っ て 、yJIa営 双 一は yJIa貢 一ム ーと分 析 され 、 この 場 合 、 こ の 一ム ー(-d-)に は 語 幹

の 表 示 す る 意 味 に 関 連 し た意 味 を さ ら に 《付 加 》 す る働 きが あ る よ う で あ る 。 こ の2種 の

動 詞 を含 む 次 の 文 を 参 照 さ れ 準 い。

〈y,πa覚-〉

・,丑yJIMaar}{覚HUapa両 翼qc3H五93 60Jloo丑 qac

   ド ル マ ー の    顔 は   恥 ず か し さの   た め に   真 つ

皿 ⊃K33・

 赤 にな っ た

〈yJla前 刀1-〉

'roBH貢HgJlc 3yHblYAH益Haarl4MxaJlyyH HaPaH皿

ゴビの  砂 は  夏 の  真昼の ものす ごく  暑 い    太 陽 で
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幽a⊃K,ryTJIL1HyJIHaac TeeHe)K 6a益Jlaa.

  赤 熱 し、    靴    底 か ら  照 り つ け て   い た

 以 上 、3.4.1.1.及 び3.4.1.2.の 例 よ り、 現 代 蒙 古 語 、 と りわ け 、 蒙 古 語 ・ハ ル

ハ 方 言 に お い てdeverbal verbal suffix-d一 が ア ス ペ ク ト接 辞 と し て で は な く、 語 派 生 接

辞 と して い か な る 機 能 を 果 た して い る の か につ い て 簡 単 に 述 べ た 。38)し か し、 こ の 立 場 か

ら明 言 で き る こ と と言 え ば、 第1動 詞 語 幹Uderi一 か ら 、"何 らか の 異 な る ニ ュ ア ンス"を

含 む で あ ろ う、 新 た な 第2動 詢 語 幹Uderid一 が 形 成 さ れ た と い う こ と だ け で あ つ て 、

Uderid― の-d― が 、 仮 に 、 上 述 した蒙 古 語 ・ハ ル ハ 方 言 の よ う に 、 《限 定(特 殊 化)》 や 《付

加 》 の 意 味 を 表 示 して い た と して も、 そ れ が 具 体 的 に ど ん な ニ ュ ア ン ス の 違 い を 意 味 す る

の か 特 定 で き な い の で 、 こ こ で は、 あ く まで も 解 釈 し得 る 可 能 性 の1つ と して 呈 示 す る に

と どめ た い 。

 こ れ ま で は 、 『秘 史 』 に見 え るUderi―, Uderid一 の う ち 、 前 者Uderi一 を 基 本 形 と見 る 立 場

か ら分 析 し、 考 察 を 進 め て き た が 、 今 度 は 、 後 者Uderid一 を 基 本 形 と見 る 立 場 か ら分 析 し、

そ の 可能 性 に つ い て検 討 を 加 え た い 。

4.Uderid一 を 基 本 形 と見 る 立 場

 18世 紀 初 頭 に 書 か れ た orin ni etU ta ilburi toli(r二 十 一 巻 本 辞 典 』)で は 、 現

在 、 蒙 古 語 に 見 え る 、 例 え ば 、

Mep、 πex (Mo.m6r61e-)《 肩 に か つ ぐ 》

【UHM田p3x(Mo。 simsire-)《 骨 が う ず く 、 激 痛 す る 》

に 相 当 す る 語 が 、 そ れ ぞ れ 、

mδr61ed-  / aliba yaYuma―yi m6rdn-dU【 、 tos6u ergUkUi-yi m6rbledUmUi kememUi.

      何 か あ る も の を 肩 に 受 け て持 ち 上 げ る こ とをmbr61ed-U-muiと 言 う

simsirid- / yasu 廿ye ebedkUi-yi simsiridUmUi kememUi.

      骨 ・節 が 痛 む こ とをsimsirid-U一 蘭iと 言 う

と 見 え、 蒙 古 文 語 の よ う にm6r61e-, si田sire一 は 、 当 該 の 辞 書 で は 立 証 さ れ な い 。 この こ と

は 、1つ の 可 能 性 と して 語 幹 末子 音 に-d一 を 有 す る 動 詞 の う ち の あ る も の は 、 歴 史 的 に そ の

語 幹 末 子 音 が 脱 落 した の で は な い か とい う こ と を示 唆 す る も の で あ る 。

4,1.Uderid― の 語 構 成 分 析

 Uderid― を 基 本 形 と 見 る立 場 に立 つ な らば 、 この 語 はUde《 正 午 、 真 昼 》(N)―r(国 →N)-id-

(N→V)と 分 析 す る の が妥 当 で あ ろ う 。 な お 、 こ の 形 態 分 析 は 、 以 下 の 並 行 例 に よっ て 十 分

支 持 さ れ る。

a)denominal nQminal suffix -r

Mo. ide《 力 、 エ ネ ル ギ ー 》>ide亙 《若 い、 青 年 の 》
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m66i 《四 肢 》>m66ir《 枝 》

bayan《 富 》 >bayar《 喜 び 》

b)denominal verbal suffix -id-(cf.Mo.―(y)id―)39)

Mo. nere(H3p)《 名 前 》>nere魍 《HgPH勇 ム-) 《名 づ け る 》

『秘 史 』:額 不 舌児(ebUr)《 懐 》 〉 額 不 舌里 煬一(ebUr坦 一)《 懐 に 入 れ る 》

 し た が っ て 、 こ の 立 場 に 従 え ば 、 『秘 史 』 のUderid一 の 末 尾 の一d一は 、 deverbal verbal

suffixで は な く、denominal verbal suffix-id一 に 属 す る 所 の 、 単 な る 動 詞 語 幹 末 要 素 に

過 ぎ ず 、 こ の 語 幹 末子 音 ―d―の脱 落 した 形 式 が 、 す な わ ち 、 『秘 史 』 に 見 え る も う1つ の 形

式Uderi一 で あ る と解 す る こ と が で き る。

4。2.『 秘 史 』Uderi-/Uderid一 と 蒙 古 語Udele-(Yム 刀3-)と の 語 形 成 関 係

 こ こ で は 、 『秘 史 』 に 見 え るUderid― を 基 本 形 と見 る 立 場 か ら、 『秘 史 』Uderi-/Uderid―

と 蒙 古 語Ude!e―(YムJ19―)の 両 者 に 語 形 成 上 どの よ う な つ な が りが あ っ た の か に つ い て 論

じて み た い 。

4.2.1。 『秘 史 』Uderi一 の 交 替 と 見 る 解 釈

 先 ず 、4。 の 立 場 に従 え ば 、 『秘 史 』 のUderi-, Uderid― に 対 し、 蒙 古 祖 語 に*Uderid一 を

想 定 す る こ とが で き る 。 さ て 、 『秘 史 』 でUderid-,琶deri一 の 両 形 が 立 証 さ れ る こ と に対 し、

筆 者 は、 中 世 蒙 古 語 に お い て 、 す で に 蒙 古 祖 語*直derid一 の 語 幹 末 子 音 一d一の脱 落 が 生 じ始 め 、

『秘 史 』 で 代 表 さ れ る 時 代 が ま さに そ の 変 化 の過 渡 期 に あ っ た ため だ ろ う と考 え る。 そ の

後 、 語 幹 末 子 音 一d一が 完 全 に 脱 落 し、Uderi-と い う1形 式 で 安定 した 時 期 が お そ ら く存 在 し

た も の と推 定 さ れ る が 、 近 世 か ら現 代 にか け てdenQminal verbal suffix-1a-2と い う派 生

法 が 極 め て 生 産 的 に な っ た の に伴 い 、 名 詞 語 幹Udeに 直 接 、-le-(N→V)を 付 加 した 語 構 成 、

す な わ ち 、Ude-le->Udele一 が 主 流 を 占め る よ うに な り(18世 紀 初 頭 の 『二 十 一 巻 本 辞

典 』 で は 、 す で にUdele一 と 見 え る)、 従 来 のUderi-(〈 慧de-ri-<Ude-r―id―)を 駆 逐 して

し ま っ た の で あ ろ う と解 釈 す る こ と が で き る。 これ は、 い わ ば 、 『秘 史 』Uderi一 の 交 替 と

して 蒙 古 語Udele一 が 発 展 した と見 る解 釈 で あ る 。

4.2。2。 『秘 史 』Uderid一 の 交 替 と見 る解 釈

 上 述 の 解 釈 に 対 し、 考 え 得 る も う1っ の 解 釈 は次 の よ う で あ る。 先 ず 、 蒙 古 祖 語 に

*Uderid― を 想 定 し、 『秘 史 』 のUderi一 は 、 そ の語 幹i末 子 音 ―d一の脱 落 し た形 式 で あ る と見 る

点 は 全 く同 じ だ が 、 異 な る の は 、 一 言 で 言 え ば、2つ のdenominal verbal suffix-(y)id一

及 び 一la-2に 着 目す る 点 で あ る 。 蒙 古 語 で は 、 一般 にsuffix-(y)id一 は 、 極 め て非 生 産 的 で

化 石 化 して い る の に対 し、suffix一 ユa-2は 、 そ れ とは対 照 的 に極 め て 生 産 的 で あ る 。 さ て 、

こ こで 最 も 注 目 す べ き事 実 は 、suffix《y)id-は 、 通 常suffix-1a-2と 交 換 可 能 だ と い う
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こ とであ り(た だ し、そ の逆 は当ては ま らな いこ とに注 意)、 現 在で は、 両者 とも実証 され

る ものも あれ ば、後 者 しか実 証 され ない もの もあ る。4,1.b)で 掲 げた例 を、 再度 ここで

参 照 され たい。

 〈 ―(y)id一 系 〉

・r秘 史 』/Mo . nere一 魍 一

 〉 蒙 古 語HgPH覚 皿 一

・ 『秘 史 』ebUr-」 唾 ―

〉 蒙 古 語 ―――

～

～

特 に 、後 者 の 例 で、 一(y)id一 系 、 す な わ ち 、

現 在 実 証 さ れ る の は一la―2系 、 す な わ ち 、 Mo. ebUr些 一(eBθP」I e-)(さ ら に 、 Mo.

ebUrtUle《eBePT刀e―)と い う形 式 も あ る)の 方 で あ る 。 した が っ て 、 以 上 の2例 よ り、

『秘 史 』 のUderid-(〈Ude-r一 坦 一)に 対 し、 時代 的 に は 特 定 で きな い が 、 少 な く と も そ の 後

の 交 替 形(あ る い は 発 展 形)と して*Uderle-(<*Ude-r一 箆-)を 想 定 す る こ とは 十 分 容 認 さ れ

る で あ ろ う。 しか も 、 こ れ が そ の後 、*Uderle->Udele一 と 音 変 化 し、 徐 々 に発 展 す るの

に 伴 い、Uderid一 の 方 は 、 そ の 逆 に徐 々 に廃 語化 し、 つ い に は 、 Udele― がUderid一 の 位 置 を

占 め る よ う に な っ た も の と解 釈 す る こ と が で き る。

・ 『秘 史 』Ude-r一 廻 ―    ～  *Ude-r-1邑 一

 〉 蒙 古 語 一-一         >Mo。 Udele-〉 蒙 古 語y汲 潟3一

こ れ は、 言 わ ば 、 『秘 史 』Uderid-の 交 替 と して 蒙 古 語 並dele― が 発 展 し た と見 る解 釈 で あ る 。

一 方 、 語 幹 末 子 音 一d一の 脱 落 した 、 『秘 史 』 の も う1つ の 形 式Uderi― の 方 は 、 Udele-(<

*Uderle―)の 台 頭 に伴 い、 『秘 史 』 のUderid-と と も に徐 々 に 勢 力 を 失 い 、 と も に 消 滅 して

しま つ た の で あ ろ う。 な お 、 近 代 蒙 古 語 の 一 端 を反 映 して い る 、18世 紀 初 頭 の 『二 十 一

巻 本 辞 典 』 で は 、 上 述 した 、 『秘 史 』 の-(y)id一 系 の3語(nere魍 一, ebUr過 一, Uder越 一)

は 、 す べ て 一la-2系(nere雄-, eb昼r星 ―, Ude垣 一)で 現 れ て お り、 こ の こ と は 、 一(y)id一 系 か

ら一la―2系 へ の 移 行 が 当 時 す で に終 了 した こ とを 反 映 して い る も の と解 釈 で き る 。

以 上4.2.1.及 び4.2.2.の 解 釈 は、 そ れ ぞ れ 次 の よ うに ま とめ る こ とが で き る 。

〈 一la-2系 〉

魏o. nere-le―

〉 蒙 古 言吾H 3 P、 π 3-

Mo. eb矼r-1e-

〉 蒙 古 語eBePJIe―

『秘 史 』ebUr過 一は 現 在 で は 全 く実 証 さ れ ず 、

〈4,2.1,の 解 釈 〉

蒙 古 祖 語   『秘 史 』 の 時 代        近 世   現 代

*Uderid― -> Uderid-～Uderi- → 直deri- 一・→    φ

                  … ―ウUdele-一 シ Y刀I JI 9-

〈4.2.2,の 解 釈 〉

蒙 古 祖 語   『秘 史 』 の 時 代        近 世   現 代

*Uderid― →Uderid-    … →*Uderle― ―ラUdele-― ウ Y皿JI 9一

～Uderi-        ・・。→               φ
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4.3.こ の 立場 に対す る問題点

   一 特 に、 蒙古文 語 にの み見 える一d一語幹 動詞の分 析 を通 して--

 蒙 古 文 語 の 辞 書 類 、 例 え ば 、F.D.Lessing,區ongolian-English Dictionary(1960)で は 、

次 の よ う な 動 詞 対 が 見 ら れ る 。

Mo.    蒙古 語

a)・elngeni- (3MrgH3X)

  emgeni旦-( 一 ―  )

b)・Janu-  (3aHax)

  Janid-   (     一―一       )

・simsire―(■HM田P3X)

simsirid-(    一--

《vi. To worry,be in mourning, grieve-一 一.》

Same as鎚 魎 辷

《vt. To threaten, menace;一 一-.》

Same as l匝

《vi. To feel a gnawing Pain.》

             )40) 《vi. To feel pain; feel pain in one}s bone。 》

こ こ で 、 こ れ らの 動 詞 対 の 、 そ れ ぞ れ後 者 、 す な わ ち 、 語 幹 末 に一d―を 有 す る 動 詞 が 、 現 在 、

蒙 古 語 に お い て 立 証 さ れ な い こ と か ら、 先 の4.2。 で 見 た よ う に、 後 者 を 前 者 の 前 身 と見

な し、 歴 史 的 に 語 幹 末 子 音 一ひ の 脱 落 に よっ て前 者 が形 成 さ れ た と 推 定 す る こ と は 可 能 で あ

ろ う 。 しか し、 こ こで 問 題 とな る の は、 特 に、b)の 動 詞 対 の 、 そ れ ぞ れ後 者(Janid-,

simsirid一 を 指 す)に お い て 、-d― の 直 前 の母 音(-i-)が 、 な ぜ 前 者 の 語 幹 末 母 音(janu-,

simsire― の-u-/-e-を 指 す)と 異 な る の か と い う 点 で あ る。 こ れ は非 常 に興 味 深 い 問 題 で あ

り、 も し、 こ の 一d一を 語 幹 末 子 音 と見 な し、 歴 史 的 に脱 落 した とす る立 場 に立 つ な ら ば 、

ゴanid-    ―〉 *jani-   /*jana-  /迦 二

simsirid- 一〉 *si田siri-/simsire-/*simsirU一

(cf. emgenid-  → 皇迦 二  /*emgene-/*eIngenU-)

の よ う に 、 述 一が 脱 落 した 後 の 動 詞 語 幹 末 母 音 を 決 定 す る こ とは 不 可 能 で 、 前 者 に お い て

一u-
、 後 者 に お い て―e一を 選 択 す る根 拠 が な く な る た め 、 この 立 場 を 全 面 的 に 支 持 す る こ と

が で きな くな る 。

 こ れ に対 し、 こ の 一d-をsuffix(正 確 に は 、 deverbal verbal suffix)と 見 な し、 後 者 を 前

者 の派 生 語 と す る 立場 に 立 つ な らば 、

ぎanu-    →  5ani-d-

simsire- → simsiri-d―

(cf. emgen工 一  → emgen工 一d-)

と な り、 こ の 場 合 、 ―d一の 直 前 で 母 音 変 化(V→-i一)が 生 ず る 音 声 的 環 境 は ま ず 考 え ら れ な い

か ら、 形 態 的 立 場 か ら、-d― の 直 前 にsuffix-i一 が 遭 遇 して い る と考 え る べ き で あ ろ う。41)

な お 、 このsuffix-i一 に 関 して は 、 現 在 の所 、 筆 者 は 、 《動 作 の 単 発 性 、 一 回 性 》 を 表 示

す るsuffix42>と 同 一 の も の と考 え る 。

 以上 の結果 、 先 に掲 げ た蒙古 文語 の動詞対a),b)の 例 を統 一的 に説 明す る には、 語幹 末 の

一d一をdeverbal verbal suffixと 見 な し、後者 を前者の派 生語 とす る立 場 の方 が よ り説得 力
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が あ るよう に思 わ れる。43)し か も、 この立 場 に従 うな らば、 これ らの動詞 対 の後 者、 い わ

ゆ る一d一語 幹動 詞 は、 一般 にか な り非生産的 で、 しか も、前 者 とは極 め て微妙 に異 なるニ ュ

ア ンスの違 いを表 出 した ため に、徐 々 に化石化 し、 つ いに は、派生 語 と して現 在 にまで定

着 す る こ とな く消 滅 した もの と説明 す るこ とがで き る。 しか しなが ら、 その"極 め て微妙

なニ ュア ンスの違 い"と は一体全体 何で あったの か とい う最 も関心 あ るテーマ(例 えば、 そ

れが アス ペ ク ト接 辞 だつ たの か、語 派生接辞 だ ったのか とい う問題 まで を も含 む)に 関 して

は、 実際 に これ らの語 が、 一体 いつ の時代 の どの文 献で、 しか も最 も重要 なの は、 どうい

う コ ンテ ク ス トの 下 で現 れて いるのか を、 ひ とつひ とつ厳 密 に検証 しない限 り、 現在 の所 、

確 固た る結 論 を 出す わ けには いかな いであろ う。44)こ れ は今後 に残 さ れ た大 き な課 題の1

つ であ る。 た だ、 ここで強 調 したい ことは、以上 の議論 は、 『秘史 』 に見え るUderi-,

Uderid-の うち、後 者Uderid一 を基本 形 と見る立場 よ りも、 前 者Uderi一 を基 本形 と見 る立場

に とつて有 利 で あ る とい う こ とであ る。

5.お わ り に

 『蒙 古 秘 史 』 に は 、 現 在 で は 全 く実 証 され な い、Uderi-/Uderid― と い う2つ の 動 詞 語 幹

が 見 え 、 こ の2つ が 当 時 一 体 い か な る意 味 の 違 い を 示 して い た か 、 特 に、 末 尾 の 一d一を どの

よ う に解 釈 す べ き か につ い て 、 こ こ で い くつ か の 見 解 を 提 出 し た。

 本文 では、 先 ずUderi一 を基 本形 と見 る立場、次 に配erid一 を 基本形 と児 る立 場か ら、 そ れ

ぞ れ考察 を進 めた が、分析 の 結果、後者 よりも前 者 に とつて有 利で あ る こ とが 明 らか とな

っ た。 しか も、 前者 の立場 に従 う場合、 末尾 の一d-(す な わち、deverbal verbal suffix

-d-)が 、 さ らに アスペ ク ト接 辞か語派 生接辞 かで見解 が分 か れ、 ア スペ ク ト接 辞 の場 合、

少 な くとも① 《完成 体 》、② 《暫時体 》、③ 《眼前 現象の 強調 》の いずれ かの意 味 を、 ま

た語派 生接 辞 の場 合、厳 密 に はそ れの表示す る意味 は不明 だが、 あ くまで も1つ の 可能性

と して 、① 《隈定(特 殊 化)》 、② 《付 加 》等 の意味 を表示 す る こ とが、 蒙 古語 族 の諸 言語

及 び諸 方言 の 分析 を通 して、 明 らか となった。特 に、 アスペ ク ト接 辞 の場合 、 上述 したよ

う に、3つ の 可能 性 を指 摘 す るには成 功 したものの 、 『秘 史 』 の当該 箇所 の コ ンテ ク ス ト

に おいて 、 その いず れの 可能 性 が最 も大 きいか に至 るまで は、今 回明 らか にす る こ とが で

きなか つた。 ただ し、蒙古 語族 の、 現在 の特 定の1言 語 な い しは1方 言 だ けか らでは な く、

蒙 古語 内部 の語構 成 全般 か ら支持 され るのは、お そ らく② 《暫 時体 》の見 解で あ ろ うか。

この点は 、今 後、 別 の観 点か らもさ らに検討 を加 え、 いず れ解決 しな ければな らない問題

で あ る。

 『秘史 』の時 代 の、 当時の 意味の復 元は、極 めて困難 な 問題 であ るが、 言語 の 内的再構

に よって その 意味 を推定 す る ことは、 蒙古語の形 態論研 究 に とって極 め て意義 あ る こ とと

考 え る。
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6.附 録

 ここで は、 本文 の 内容 に関連 して、

らに検討 を加 える こ とにす る。

『蒙古秘 史 』に見 え る若 干 の動詞 語 幹 につい て、 さ

6.1.『 秘 史 』 の 動 詞 語 幹qal-/qalid―

『蒙 古 秘 史 』 に は、qal-/qalid-と い う2つ の 動 詞 語 幹 が 見 え る 。

先 ず 、 前 者qal-は 、 『秘 史 』 で は 計5回 現 れ 、 例 え ば 、 巻3、111節 で は次 の よ う に

《近づ く》の意 味で用 い られ ている(た だ し、傍訳 《惹 》に従 う と 《手 を 出す(← 近 づ く)》

の意 味 にも解 され る)。 この場 面 は、か つて イェスゲイ ・バ ア トル にホエ ル ン(後 にテ ムヂ

ンの母 となる)を 略奪 され た メル キ ド族 が、その仇 討ち と して テムヂ ンの 妻ボ ルテ を捕 え 、

チ ルゲル にそ の夫 人の世 話 を させたが、 テムヂ ン率 い る兵 に追 われ、 嘆 き なが ら逃 走 す る

場面 で ある。 この 文の主 語 は チルゲ ルで あり、 后夫人 とは テム ヂ ンの妻 ボ ルテの こ とで あ

る。

(§111)… 中合 塔 舌児 卯 危  赤 勒格 舌児 必

    qatar     mau'Ui (3ilger    bi

一一一  不 幸 な   チ ル ゲ ル 私 は

 中合 木 黒 蔑 舌児 乞 慯帖 渾 討 兀 …

 qamUG   瓢erkid-te   huntau'U

 す べ て の メ ル キ ド族 に

中合 屯 兀 真 途 舌児

qatun UJin-dUr

后  夫 人 に

禍(と な っ た)一 一一

φ合 勒中忽 孛 侖

9匡旦qu   bolun

近 づ く こ と に な り 、

こ の 語 は 、 蒙 古 文 語 及 び 若 干 の 現 代 語 の 辞 香 類 に もそ の ま ま実 証 さ れ る。

(二 十 一 巻 本)qala-/oyira odqui-yi qalamui kememUi.

          近 く に行 く こ とをqala-muiと 言 う

(111) qal- / qaldaqu(qal5u e6ikU)  qalqu-yin

     qaldaqu(近 づ い て 行 く)qalquの

(L)qal―(xaJl a x)《vi. To come near, apProach;一-一 》

(U)xaJ工axlll/1.o覚pTOx,xaJI刀la)Koq翼x;一 一.

           近 づ く   近 づ い て  行 く

xaπ)KO冤HX(O益PTOHoqHX)

         近 づ い て  行 く

ま た、 満 州 文 語 に も こ の 動 詞 語 幹 の 痕 跡 が見 られ る。

肱.xalana-(<狙la-na-《 ～ しに行 く 》<gene-《 行 く 》)

     《1。(省 略)、2.近 づ く、 近 づ き に な る、親 し くな る 》

一 方
、 後 者qalid― は 、 『秘 史 』 で は1回 現 れ 、 これ ま た 《近 づ く 》 の 意 味 で用 い ら れ て
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い る(な お 、傍訳 は 《親 近 》で ある)。 場面 は、 『秘 史 』の巻8、201節 で、 チ ンギ ス可

汗 の宿敵 とな っ たヂ ャム カが、かつ て テムヂ ン(後 のチ ンギ ス 可汗)と ア ンダ(盟 友)の 契 り

を結 んで お きな が ら、 そ れを 破った こ とに自 らを恥 じて いる場 面で あ る。 この 文の 主語 は

ヂ ャム カで あ る。

(§201)… 中合 舌刺f尓 兀 舌里 顔 φ合 兀 勒荅(中 灰)阿 察

    qara   ni'Ur-iyan qa'Uldaqui-a6a

一一一黒 い 自 分 の 面 を は が さ れ る こ とか ら

 安 荅 亦 顔 中合 刺 温 赤 舌来 兀 毬

 anda-iyan qalゴUn  6irai  UJen

 自 分 の 盟 友 の 暖 か い 顔 を  見 る こ とが

中合 里 敦 牙 丹  中罕

⊆璽 旦un  yadan   qan

近 づ き  か ね て 、 可 汗 な る

牙 荅 周   迂 歩 罷 者 必 …

yada5u     yabuba Je bi,

で き な い で い た の だ 、 私 は 。 一一一

こ こ で 、 問 題 の 中合 里 敦(qalidun)は 、 筆 者 の 考 え で は 、 qalid-u(介 入 母 音)-n(非 分 離 ・副

動 詞 語 尾)と 分 析 さ れ 、 こ こ に動 詞 語 幹qalid-45)が 抽 出 さ れ る が 、 こ れ に対 す る 蒙 古 文 語

形 は 全 く実 証 さ れ ず 、46)た だ 、 現 代 語 の ダ グ ー ル 語 と ブ リ ヤ ー ト語 で そ の 後 身 が 見 られ る

と言 う。47)

(ダ グ ー ル 語)kalid-, kalli-《 ① 催 、 逼 ② 靠 近 》 e。g. duse:ji kallid5 saod3abei.

              促 す 迫 る 近 づ く    壁  に 近 づ い て 座 っ て い る

な お 、kalli一 の 方 は 、 qalid->kaldi->kalli一 の 如 く変 化 した も の で あ ろ う(cf.ダ グ

ー ル 語oldo:n～ono:n《 隣(の)》)
。

(ブ リ ヤ ー ト語)xaJlb双axa《rlpH丑HpaTbcH,   B3るe双aTbcH》

          けち をつ ける、言 いがか りをつ け る くって かか る、 しか りつ ける

なお、ブ リヤ ー ト語の 意味 に対 しては、 《近 づ く》→ 《迫 る、 言い寄 る 》→ 《けち をつ け

る、 くってか か る 》の よ うな 意味 の変化過程 を想定 し、説 明す る こ とは十分 可能 で あ ろ う。

 さ て 、 い よ い よ本 論 に 入 り得 る段 階 と な っ た の で 、 こ こ で 、 『秘 史 』 に 見 え るqal-/

qa!id― の 両 者 を、 形 態 及 び 意 味 の 点 か ら考 察 して み る こ と に す る 。

 先 ず 、 両 者 は形 態 及 び 意 味 的 に極 め て類 似 して い る こ と か ら、 同 一 語 幹 語 で は な い か と

考 え られ る。 こ の 考 え に従 う な らば 、 後 者qalid一 は 、 qal-i-d一 と 分 析 さ れ、 qal一 は 前 者

qal-、 す な わ ち 《近 づ く 》 を 意 味 す る動 詞語 幹 、-i一 は 《動 作 の 単 発 性 ・一 回 性 》 を 表 示 す

るsuffix、-d一 はdeverbal verbal suffixと 解 す る こ と が で き る 。 な お 、 qalid一 をqal-i-d一

と 分 析 す る妥 当性 に関 して は 、 本 文4.3.で 述 べ た事 柄(-d一 をsuffixと 見 な す 考 え の 箇 所)

か ら十 分 支 持 を得 る こ と が で きる 。

 次 に、 『秘 史 』 のqalid一 に 見 え るdeverbal verbal suffix-d一 を い か に解 釈 す べ き か と

い う 問題 に移 る こ とに す る。 これ に 関 して は 、 動 詞 の 何 ら か の ア ス ペ ク トを 表 示 して い る

と い う前 提 に 立 つ な ら ば 、 本 文 の3.3.で 論 じた よ う に、deverbal verbal suffix-d一 は 、
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少 な く と も3.3.1.《 完 成 体 》 、3.3.2.《 暫 時 体 》 、3.3.3.《 眼 前 現 象 の 強 調 》 の 意 味 が 考

え られ るが 、 こ の うち 、 『秘 史 』 の 巻8、201節 の コ ン テ ク ス トに 最 も 適 し て い る と思

わ れ る の は 、 お そ ら く 《暫 時 体 》 の 意 味 で あ ろ う。 した が っ て 、1つ の 可 能 性 と して 、

『秘 史 』 の 当 該 箇 所 は、 次 の よ う な ニ ュ ア ン ス を 含 む 文 と理 解 で き よ う 。

―――黒 い 自 分 の 面 を は が さ れ る こ とか ら(チ ン ギ ス可 汗 、 お ま え に)し は ら く(の 間 近 づ き か

ね て 、 可 汗 な る 自分 の 盟 友(す な わ ち 、 チ ンギ ス 可 汗 、 お ま え)の 暖 か い顔 を 見 る こ と が

で き な い で い た の だ 、 私 は 。-一 一

つ ま り、 筆者 の考 えで は、 『秘史 』 に見 えるqalid一 を、形 態 的 にqa1-《 近 づ く》-i-《 単 発

性 ・一回性 》-d-《 暫 時体 》 と分析 し、 さ らに意味 的 には、 ヂ ャム カが チ ンギ ス可 汗 に 《塞

然 近づ きか ね て いたの で は な く、 一/一 時 的 に近づ き かね てい た 》 と理解

す る ことは全 くの 不可能 で は ない と考 え る。 しかも、 この 立場 に立 つ と、 『秘 史 』の

qalid一 は、形 態 的 には、 現 在 のダグ ール語及び ブ リヤ ー ト語 にお いて ほぼ その ま ま保 持 さ

れ た もの の、意 味 的 には、 『秘 史 調の時 代の、 当時 の ア スペ ク ト接辞 と しての 意味 が失 わ

れ て しまい、 当該 言語 で は、語派 生接辞 と してのみ発展 す る に至 っ た と説 明す る ことが で

き よう。

6。2。 『秘 史 』 の 動 詞 語 幹 兀 里 思 一

 r蒙 古秘 史 勘の 巻12、277節 には、兀 里思 ―とい う動詞 語幹 が 見 える。 この場 面 は、

オ ゴデ イ可汗 が彼 の息子 グユ グに対 し、彼の 言動 を強 く戒 め て いる場 面 であ る。

(§277)… 珎 刊 帖 格 舌児 帖 徹  中合 舌児 抽 牙 兀 別 舌児 中合 黒察 阿 舌児

    nikente ger-te己5e    Gar6u     ya'U-ber   GaG6a'ar

一一一 度  包(パ オ)か ら出 て
、  何 で も   た だ 一 人 で

 禿 イ尓黒三 蔑 圖   兀 格 擣 兀 兀 里 思抽 亦 舌列 周   赤 …

 tuniGsan metU    Uge   dau'U ulis6u    ireJU        6i

 成 し遂 げ た よ う に 言 葉 ・声 を 張 り上 げ て や っ て来 て 、 お ま え は 。-一 一

 ここで、 『秘 史 』に見 え る動 詞語幹、 兀里思 ―を どの よ うに解 釈 す べ きか、特 に、現 在

の いかなる語 と比 定す べ きか に関 しては、従来種 々の 見解 が あ り、 今 の所、 まだ どれ も定

説 となるに は至 って いな い。

 例 え ば 、 額 爾 登 泰 、 阿 爾 達 扎 布48>は 、 『秘 史 』 の原 文 、 兀 里 思 ― を 兀(舌 哩 思 一 と校 訂 し

て い る た め で あ ろ う か 、 こ の 動 詞 語 幹 をMo. bris-,蒙 古 語epcex《 競 う 、 争 う 》 と比

定 し、 δris― と読 ん で い る よ う で あ る。 た だ し、 第2字 の 里(li)を 恬1里(ri)と 校 訂 す る 可 能

性 は 否 定 しな い と し て も、 第1字 の 兀 は 、 本 来 、 円唇 ・高 母 音u/直 を 表 記 す る た め の 漠 字

(e.g.兀 納 一(旦na一)《 落 ち る 、 倒 れ る 》、 兀 者 一(蝉e-)《 見 る 》etc.)で あ るか ら、6ris― で
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は な く、 廿ris一 と 読 ん で い る 可 能 性 も あ る。

 ま た、 巴雅 爾49)は 、 この 語 をulis―(ulis― で は な い)と 転 写 して い る が 、 そ れ が 現 在 の い

か な る語 に相 当 す るの か 記 さ れ て い な い の で 、 そ れ を どの よ う に解 釈 して い る の か 、 こ れ

だ けか ら は判 断 しか ね る 。

 こ れ に 対 し、 小 沢5。)は 、 こ の語 をulis一 と 転 写 し、 《(狼 、 犬 等 が)遠 吠 え す る 》 を 意 味

す るuli-(yJIHX)と 関 係 あ る語 幹 と考 え 、 そ の結 果 、 『秘 史 』 の 兀 里 思 ―に 対 し、 《一一一

言 葉 ・声 を わ め い て 一一一》 の 如 く 《わ め く》 と い う訳 語 を 与 え て い る。

 以上、 『秘 史 』の動詞 語幹 、 兀里思 一 に関 し、特 に、形 態 的立場 か ら種 々の見解 が あ る

こ とを簡 単 に述 べ た。

 さ て 、 以 下 で 筆 者 の 見 解 を 述 べ る こ と にす る。 先 ず 、 形 態 的 に見 た 場 合 、 『秘 史 』 の 兀

里 思 一 が た と え 『秘 史 』 で の み実 証 さ れ る と して も 、 も し蒙 古 系 の 、 既 存 の何 らか の 語 と

関 連 づ け て 考 え る とす る な ら ば、 筆 者 は 小 沢 と 同 じ見 解 で 、 兀 里 思 一 をulis一 と 転 写 し、

Mo. uli-(y」IHX)《(狼 ・犬 等 が)遠 吠 え す る 》5Dと 比 較 す べ き で あ る と考 え る 。 した が

っ て 、 『秘 史 』 のulis一 は 、 形 態 的 に はuli-S一 と 分 析 さ れ 、 uli― は 《遠 吠 えす る 》 を 意 味 す

る 動 詞 語 幹 、-s一 はdeverbal verbal suffixと 解 す る こ とが で き る 。

 次 に、 意 味 的 に 見 た 場 合 、 『秘 史 』の 兀 里 思 一 の 兀里 一(uli-)は 、 本 来 動 物 に対 して用

い るべ き 語 で あ り な が ら、 そ れ を敢 え て 人 間 に対 し て用 い た 、 一 種 の 擬 人 法 で あ り、 この

こ と は、 裏 を 返 せ ば 、 こ の 文 の発 話 者 オ ゴデ イ 可 汗 が彼 の 息 子 グユ グ を い か に 強 く非 難 し

て い る の か を 表 わ した表 現 と言 え よ う。 した が っ て 、 こ こ で は 、ulis-のuli一 を 、 《(動 物

が)遠 吠 え す る 》 とい う 本 来 の 意 味 か ら転 じて 、 《(人 間 が)声 を張 り上 げ る 》 ぐ らい の 意 味

に 理 解 す べ き も の と考 え る 。52)さ て 、 こ こ で 問 題 とな る の は 、ulis一 の 一s-(deverbal

verbal suffix)を 意 味 的 に ど の よ う に解 釈 す べ き か と い う 点 で あ る 。 こ れ に対 し、 小 沢50)

は 、 「ulis一 の 一s一の 要 素 が 如 何 な る 意 味 を も つ 要 素 か 判 然 と しな い が 、 恐 らく、 勲爍

売 ・ ・ヲの ロ等 か の 態 を 示 す 要 素 で あ ろ う。 」(原 文 の ま ま 引用 、 た だ し、 波 線 は 筆 者 加

筆)と 述 べ る 。 一 方 、 筆 者 は 、 こ れ まで 蒙 古 語 内 部 の 分 析 を 通 して 、deverbal verbal

suffix-s一 が 少 な く と も① 《瞬 時 体 》 、 ② 《暫 時 体 》の 意 味 を 表 示 し、 両 者 は と も に く時

間 的 制 限 の 行 為 〉 を 表 示 す る 点 で、1つ の 意 味 範 躊 に属 す る ア ス ペ ク トで あ る53>と 論 じて

き た が 、 こ の うち 、 『秘 史 』 の巻12、277節 の コ ン テ ク ス トに最 も 適 して い る と思 わ

れ る の は 、 お そ ら く 《瞬 時 体 》の 意 味 で あ ろ う。 し たが っ て 、1つ の 可 能 性 と して、 『秘

史 』 の 当 該 箇 所 は 、 次 の よ う な ニ ュ ア ン ス を 含 む文 と理 解 で き よ う。

一 ―一 度 包(パ オ)か ら 出 て
、 何 で も た だ1人 で 成 し遂 げ た よ う に 、 言 葉 ・声 を い き な り/窯

 裁/鯱 張 り 上 げ て や っ て 来 た 、 お まえ は。 一一

 最 後 に 、 筆 者 は 、 か つ て 『秘 史 』 の 巻1、56節 に 見 え る 動 詞 語 幹 、 脱 勒乞 思 一(tolki-

s-)の 一s一に 対 して も、 《瞬 時 体 》 の 意 味 を 表 示 して い た 可 能 性 が あ る と 論 じた こ と を 付 記

し て お く 。54)
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註

*本 稿 は 、1991年8月29日 か ら9月4日 に か けて 中 国 ・呼 和 浩 特 で 行 わ れ た 内 蒙 古 大

学 第 二 次 蒙 古 学 国 際 学 術 討 論 会 ・言 語 部 会 の 席 上 、 口頭 発 表 した原 稿(同 年6月 に 同 組 織 委

員 会 に郵 送)を も と に執 筆 し た も の で あ る 。 ち な み に、 そ の 原 稿 は 、"《 从OHrOJILIH

Hyyu,ToBqooH》 双axb Y首JI YrH覚H兀 迭 舌里 揚(Uderid-)YH双3cT

6a負raa-d-14hH Tyxa覚"(蒙 古 文)『 内蒙 古 大 学 第 二 次 蒙 古 学 国 際 学 術 討 論

会 ・語 文 』(1991)pp。1205-1212.中 国 ・呼 和 浩 特 に掲 載 さ れ て い る 。 な お 、 本 文 及 び 註 の

例 文(蒙 古 文)作 成 に際 し、 快 く協 力 して くだ さ つ た、 筆 者 の モ ン ゴ ル の 友 人 、JI.9HX―

ca首xaHさ ん 及 び 大 阪 外 国語 大 学 モ ン ゴ ル 語 学 科 客 員 教 授 、 双.OTrOHCYPgH

先 生 に こ こ に記 して 心 か ら感 謝 の 意 を表 した い 。

1)例 え ば 、 マ ンサ ン に よ れ ば、 『秘 史3の 原 文 の 当該 箇 所 は 現 代 蒙 古 文 語 で次 の よ う に 翻

訳 さ れ て い る 。(満 昌 『新 訳 注 釈 《蒙 古 秘 史 》 』(蒙 古 文)価ansan9, Sine-ber or6i胆IJu

tayilburilaYsan《Mong了Ql-un ni顎6a tob6iyan》)(1985)内 蒙 古 人 民 出 版 社 呼 和 浩 特)

一一- 6inaYsi 鵬Qrdan yabuYsaYar mar了asi ni Ude-yin naran-iyar qara qal5id-un elesU

kUI・6U 慧delekU-ber baYuba。 tende UdeleJO bayitala al6idai-yin aduYuこii 6igidai,

yadir qoyar adu弩u-ban sebegUn noぜoYan-du sa冨uri saYuri-bar aduYulan yabuju

bayitala genedte aru mau 6ndbr―Un 6bbr-iyer ulaYan burYasu-yi daYarin irekU

dayisun-u to冨osu-yi UJeJU《dayisun irele》 geJU aduYu-ban 忌alabdan taぢu5u・ire5U

medegUlbe。 一一一

2)suffixの 右 肩 の 数 字 は 、 母 音 調 和 に よ る 異 形 態 の 数 を 示 す 。 例 え ば 、 Mo.―5u2/-6u2は 、

一加 ～-髄/-6u～ 噂Uを 意 味 す る
。

3)Mo。Udele-(蒙 古 語Y以JI 3 x)に 対 し て は 、 従 来 の 辞 書 類 に は 次 の よ う に 見 え る 。

(二 十 一 巻 本) Udele- / Jam-dur yabuqu Ja】fura budaYalaqui-yi UdelemUi kemelnUi.

           旅 に 行 く 途 中 食 事 を す る こ とをUdele-muiと 言 う。

(m) Udele- / Ude-dUr idegen idekU.

       正 午 に 食 べ 物 を 食 べ る こ と

(L)Ude!e-(Y汲J13x)《vi.To camp at noon for a meal;to have a noon rest when

            traveling.》

(H)Y丑JI3x/1.aHH 3aMLIHxYHH銘Y皿}{黄HxMP八

             旅      人 の   正 午   頃

6yy双aJIJlaHxooJIJIo⊃KyHムJlaH aMPax.

   宿 営 し    食 事 を し   飲 ん で 休 息 す る こ と

(蒙 漢)Udele-/《[不 及]① 歇駒   ②吃 午仮 、打尖 》

            昼休 み をす る 昼 食 を食べ る (旅 人 が)食 事(休 息)を とる
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以 上 の 結 果 、Udele-(Y双JI 3 X)は 、 《(旅 人 が)道 中 昼 食 を食 べ休 息 を と る 》 こ と を 意 味

す る 動 詞 語 幹 で あ る こ とが わ か る。 ま た、 こ の 語 は 例 え ば 、 蒙 古 語(ハ ル ハ 方 言)で

3aM双aaxaaHa-Bg?《 途 中 ど こ で 休 み ま す か 》(MoHro」1-

月rエoH 只 HaHbl 3BT9 (『 蒙 日 会 話 集 』)(1990)p.235.yJIaaH-

6aaTap.)の よ う に 用 い られ る 。 な お、 本 文 で は 、 便 宜 上 、 小 沢(1987)に 従 い、 《休

食 す る(休 み 食 す る)》 と い う 訳 語 を 統 一 的 に用 い た 。

4)U.1工aM双HHcYP3H,从oHroJ1blH HyyロToBqoo(1976)

yJlaaH6aaTap.

巴 雅 爾 『蒙 古 秘 史 』(上 、 中 、 下 三 冊)(蒙 古 文)(Bayar, MongYol-un niYu6a tob6iyaR

(neyite Yurban debter))(1981)内 蒙 古 人民 出 版 社 呼 和 浩 特

満 昌 『新 訳 注 釈 《蒙 古 秘 史 》 』(蒙 古 文)(Nansang, Sine-ber or6i u1》u ta i-

《恥ngYo1-un niYu6a tob6iyan》)(1985)内 蒙 古 人 民 出版 社 呼 和 浩 特

額 爾 登 泰 、 阿 爾 達 扎 布 『蒙 古 密 史 還 元 注 釈 』(蒙 古 文)(Eldengtei, Arda5ab, M。ngYQI-un

niYu6a t。b6iyan― ―-seyiregUIUI tayilburi)(1986)内 蒙 古 教 育 出版 社 呼 和 浩 特

5)小 沢 は こ の 点 につ い て 次 の よ う に 述 べ て い る。

「―一-な お 、Uderi一 とUderid一 との 間 に は 何等 か の 意 味 の違 い が 存 す る で あ ろ う が 、 目下 の

 処 、 筆 者 は そ れ を 明 ら か に な し得 な い 。 」(原 文 の ま ま引 用)(小 沢 重 男 『元 朝 秘 史 全 釈 続

攷(上)』(1987)p.23.註(7)東 京)

6)deverbal verbal suffix-d-は 、 単 に 『蒙 古 秘 史 』 に と ど ま らず 、 中 世 の ア ラ ビ ア 字 蒙

古 語 文 献 『ム カ デ ィ マ ッ ト ・ア ル ・ア ダ ブ 』 に お い て も、suffix-t-に よ って 確 認 さ れ る。

例 え ば、 同 文 献 で は 、 次 の よ う にbOlla-/b611at一 と い う2つ の 動 詞 語 幹 が 見 え る 。

(122)b61 -- q, qul

  奴 隷  《pa6》

(122)b611a・ba   t{in-i -- q. qullandX anご

  奴 隷 に し た 彼 を   《nO」IyqH」I erO B pa6bl》

(123)b611at。ba   b61-i -- q. qullandΣ quln1

  奴 隷 に した 奴 隷 を  《noπyqH冴 pa6aB pa6bl》

こ こ で 、 前 者b611a一 は 、 b61《 奴 隷 》-la-(N→V)と 分 析 さ れ 、 《奴 隷 に す る 》 を意 味 す る

(た だ し、 この 動 詞 は、 現 在 で は全 く実 証 さ れ ず 、 形 態 及 び 意 味 的 に こ れ に相 当 す る の は 、

睡o.眦,蒙 古 語600」Iq西oxで あ る)の に対 し、 後 者b611at一 は 、 さ ら にb61-

la-t―(V→V)と 分 析 さ れ 、 こ こ にdeverbal verbal suffix―t一 が 抽 出 さ れ る 。 しか し、 こ こ

でsuffix一t一 が 当 時 一 体 どん な意 味 を 表 示 して い た の か 、 現 在 知 る こ と は 極 め て 困 難 で あ

る 。

7)こ れ に 対 し、 小 沢 は 、 実 詞Ude《 正 午 、 昼 休 み 》 と同 時 に 、 現 在 実 証 さ れ な い動 詞*Ude―

《昼 休 み を す る 》 の存 在 を仮 定 した 上 で、 『秘 史 』 に見 え る2つ の 動 詞 じderi-, Uderid一 が
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実 詞 か ら で は な く、 こ の 動 詞 か らの 派 生 語 で は な い か と い う見 解 を 示 して い る 。(小 沢 前

掲 書p.23.)し か し、 い ず れ の 立場 に 立 っ にせ よ、 本 稿 の 目 的 は 、 『秘 史 』 に見 え るUderi-,

Uderid一 の 語 構 成 分 析 に あ る の で は な く、 あ く ま で も 両 者 の 意 味 的 差 異 が 何 で あ る の か に あ

る の で、 何 ら筆 者 の 論 点 の 妨 げ とな る も の で は な い こ と を付 記 して お く。

8)筆 者 の 仮 定 した*Udere一 の 一re一は 、 蒙 古 語 で は か な り生 産 的 な 自動 詞 を形 成 す るdenomi-

na上verbal suffixで あ る(cf. Mo.-ra一/-re―)。

e.g。 manan 《霧 》 >manara- 《霧 が か か る 》

k6ge6U《 か び 》>kdge6Ure-《 か び が 生 え る》

5ibe 《さ び 》>jibere- 《さ び る 》etc。

ま た、Uderi一 の 語 幹 末 の 要 素 ―i一は 、 小 沢 の 言 う所 の 《動 作 の 単 発 性 、 一 回性 》 を 表 す

suffixで あ る と考 え る。

    一i-〈 動 作 の 単 発 性 〉   : -YU-2,-qu-2,-gi-etc。 〈動 作 の 持 続 性>

e。g。 bUr―i-  《お お う 》    :bUr-k膨 《曇 る(← 持 続 的 に お お う)》

qal-i-  《液 体 が こ ぼ れ る 》:qa1嘱i-《 液 体 が こぼ れ っ づ け る 》

qaltu謄 通 一《滑 っ て こ ろが る 》:YU1一 騨 一《持 続 的 に 滑 る 》

(小 沢 重 男 『モ ン ゴル 語 と 日 本 語 囲(1978)p。164,166,244,258,275,311.東 京)

9)保 安 語 は 大 き くは 次 の2つ の下 位 方 言 か ら な る 。

1.同 仁 方 言 一 一中 国 ・青 海 省 同仁 県 の 保 安 下 庄 ・年 都 乎 ・郭 麻 日 ・栄 酒 日 に 分 布 す る 。 こ

の 地 域 の 住 民 は 自 ら を土 族(㍍er mereg)と 称 し、 約4千 人 居 住 す る 。

2。 大 河 家 方 言(別 名 、 積 石 山 方 言)一 一中 国 ・甘 粛 省 積 石 山保 安 族 東 郷 族 撒 拉 族 自治 県 大 河

家 郷 の 大 嫩 ・甘 河 灘 に分 布 す る 。 この 地 域 の 住 民 は 自 らを 保 安(be:oan)と 称 し、 約9千 人

居 住 す る 。

10)陳 乃 雄 『保 安 語 和 蒙 古 語 』(1987)pp.238-239, 内 蒙 古 人 民 出版 社 呼 和 浩 特

保 安 語 の 完 成 体 接 辞 は、 そ の 他 、 次 の 場 合 に用 い られ る 。

1。 動 詞 語 幹 の 直 後 に命 令 形 と して

(年)tGi mene petGisaη 堕ud麗d3i tegena go…塁kurge鎚 垣.

          (対 格)       (仮 定)(使 役)(完 成 体)

  あなた が私 の書 いたの を見 て よい と言 うな ら人 に届 け させ ろ

(下)tGi nd3ao亜  ko1堕.

      (与 位格)(完 成 体)

  あ な た は 彼 に 言 っ て し ま え

2.過 去 語 尾 一eと と も に

(年)nege kuo疋ad垣 堕 。

         (<-te(完 成 体)-e(過 去))

あの 人 は行 って しまった
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(下)mesge堕ha:迦?

    (対 格)(<-de(完 成 体)一e(過 去)-u(疑 問))

  服 を 縫 っ て し まっ た か

3,懸 念 を表 示 す る動 詞 語 尾 、(年)-gua(<-ge+wa),(下)-ge wa(意 味 的 には 漁.-Yu5ai

/-9U5eiに 相 当 す る)と とも に

(年)bo nda:」 璽gua.

(下)be nda:血ge wa.

 私 は 遅 れ て しま う か も(遅 れて し ま うの で は)

11)B.PHHqeH,、MoHroJI6HqpH眞Hx3JIHH貢 3 前,ryTraap

八9BT3P(1966)P.66.y,πaaH6aaTap.

 」【.从H田Hr,O qHH  eH益HMoHroJI 6Hqr}1員Hx3JIHI4貢

五a双,πarLIHx9,π3Y蕗(1978)P.159, yJlaaH6aaTap.

12)道 布 『蒙 古 語 簡 志 』 中 国 少 数 民 族 語 言 簡 志 叢 書(1983)p.47.民 族 出 版 社 北 京

13)B.PHHqeH 前 掲 書p.66

14)一 般 に 、 元 々 の 複 合 形 式(副 動 詞 語 尾+助 動 詞)が 接 辞 化(単 純 形 式 化)し て い く様 子 は 、

蒙 古 語 よ り も 中 国 ・甘 粛 省 の 蒙古 系 孤 立 言 語 で あ る 東部 裕 固 語 にお い て 一 層 明 確 とな っ て

現 れ る 。 東 部 裕 固 語 で は 、 動 詞 の 完 成 体 は 、 そ の1つ の 方 法 と して 動 詞 語 幹(V)+結 合 副 動

詞 語 尾 二鎚 三に 助 動 詞(動 詞)麺 ヒ(Mo. od-)《 行 く》 を 後 続 さ せ て 表 示 す る が 、 こ の 場 合 、

通 常 はDd一 の 初 頭 母 音D一 を 脱 落 させ 、 直 前 の 副 動 詞 語尾 と と も に、 あ た か も一 つ のsuffixで

あ る か の 如 く、V-(旦 瓰!一(<V-(虻Dd一)の 形 式 で も っ て 表 示 す る 。

・tere夏gorte jaβ塑san be .彼 は 家 に 行 っ て しま つ た だ ろ う

   (強 調)

(cf. 140. tere gertU yabu】 迦 g≦ユuYsan bui.)

・恥ne恥g tu:ma塾harβan fen t②rged塑 可 βai。 君 の 時 計 は10分 進 ん で い る

        (強 調)

(cf, Mo. 6inu 6aY toYalama arban fUn tUrgedUg皇 弖 甦6ai.)

恥gtu:maは 、 文 字 通 り 《時 を数 え る も の 》 → 《時 計 》 の 意 味 。 な お 、 tu:maは 、 同 言 語

tu:lamaの 簡 略 形 。

・mune tergen∫ βar htor。 。r。魍 可 βai .私 の 車 が 泥 の 中 に は ま っ て し ま っ た

 (cf. Mo. minu tergen sibar dotora oro麺L⊆ 匹ユ6ai.)

な お 、 東 部 裕 固 語 の 結 合 副 動 詞語 尾 一(G)a:4は 、 形 態 的 に はNo.-xa/-ge(不 完 了 ・形 動 詞 語

尾)に 対応 す る が 、 機 能 的 に は 形 動 詞 語 尾 で は な く、 専 ら副 動 詞 語 尾 と して 用 い られ る こ と

に 注 意 した い 。 ま た、 東 部 裕 固語 で は、 さ ら に 、 こ れ に類 似 し た形 式 と して一G)a:du4が あ

る が 、 こ れ はHo.-Yad/-墓edに 対 応 す る 先 行(順 序)副 動 詞 語 尾 で あ り、 上 述 の完 成 体 形 式 と

は 全 く異 な る も の で あ る。
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東 部 裕 固 語 の 例 文 は 、 次 の 本 か ら引用 した 。 保 朝 魯 、 賈 拉 森 『東 部 裕 固 語 話 語 材 料 』(198

8)p.9,45,48.内 蒙 古 人 民 出 版 社 呼 和 浩 特

15)本 文 で は 、 形 態 的 観 点 か ら 『秘 史 』 に見 え るsuffix-d一 と 蒙 古 語 の ―可ix―(一可i-)を 全 く

異 源 形 のsuffixと し て 把 え た が 、 考 え よ うに よ つ て は 、 音 声 的 観 点 か ら 『秘 史 』 に 見 え る

suffix-d一 が 蒙 古 語 の 完 成 体 接 辞-可i一 の 前 身 で あ っ た の で は な い か と い う 考 え も 一 応 成 り

立 つ で あ ろ う。 つ ま り、Mo.廻 一:暦 。.暖i-《 行 く》 や 酌.廻ken:東 郷 語o並i5ao《 濃

い 》等 の 若 干 の 対 応 例 よ り、 次 の よ う な 順序 の 音 変 化 、

① ―d-〉-t-/_・

② 一t-〉-6-/―i

す な わ ち 、 元 来 のdが 音 節 末 で 無 声 化 した後 、 母 音iの 添 加 に伴 い 口 蓋 化 が 生 じた と想 定 す

る こ とは 可 能 で あ る 。 しか し、 こ の 立 場 で は 、 蒙 古 語 の 完 成 体 接 辞 一可ix㍉ 一頃 一の う ち 一 方

だ け しか 説 明 で き な く な る た め 、 こ の 考 え を 全 面 的 に 支 持 す る わ け に は い か な い 。

16)塩 谷 茂 樹 「蒙 古 語 に お け るdeverbal verbal suffix-s一 に つ い て 」 『言 語 学 研 究 』第8

号(1989)pp.53-84.京 都

17)こ の こ と は、 ハ ル ハ 出 身 の イ ンフ オ ー マ ン ト よ り確 認 さ れ た 。 た だ し、 ハ ル ハ 方 言 の 辞

書 類 には 、xa凋caxと い う語 が あ る が 、 こ れ は 《(少 し)酔 う 》 で は な く、 《避 け る、

臆 す る》 の 意 で あ る 。 な お 、 こ れ に 対 す る 蒙 古 文 語 形 は 、qalus-(内 蒙 古 の 『蒙 漢 』 で も 、

qalus-《 躱 丙 、 慷 丙 》 と見 え る)で あ り、 本 文 で 述 べ た 内 蒙 古 方 言 のxalsax(こ れ に 対 す る

蒙 古 文 語 形 はqalasa-)と は 同 音 異 義 語 の 関係 に な る。

18)内 蒙 古 ア ル ポ ル チ ン 出 身 の 友 人 が 筆 者 に 宛 て た私 信 に は 、 次 の よ う に 書 か れ て い る 。

arikindu ⊆L塑la. 一-- enekU Uge-yi tung  olan kereglene。 egUn―U aYulYa bolbal

            こ の 言 葉 を 非 常 に 多 く 用 い る  こ れ の 内容 は

ariki uuYu了ad neliyed boluYsan    arai so了tolrodUi  Uyes-i keユene.

酒 を 飲 ん で か な り に な っ た が 、 ま だ 酔 って い な い 頃 を 言 う

19)こ の こ と も、 ハ ル ハ 出 身 の イ ンフ ォ ーマ ン トよ り確 認 さ れ た 。 た だ し、 ハ ル ハ 方 言 で こ

れ に ほ ぼ 相 当 す る 意 味 を 表 示 す る に は 、 動 訶uaハrHXの 語 幹 にsuffix-c-[-s-]で は

な く、suffix-cxH員-を 付 加 し、 uaJlrHcxH貢x(～6ara3gp3r

uaJIrHX)の 如 く 表 現 す る こ とは 可 能 で あ る と言 う 。

e.9.XyJITa遊a銘par夏aJlr14cxH益 丁3、 π 双yyJlaB,

  お 碗 に 入 っ た ア イ ラ グ が(揺 れ て)少 し こぼ れ る ほ ど 歌 っ た

20)蒙 古 語 の 自動 詞 ・他 動 詞 両 意 語 幹 に は 、 例 え ば 、3x,π3x《 始 ま る/始 め る 》 、

五yycax《 終 わ る/終 え る 》 等 が あ る。

A⊃KHπ 3XJ13B.    BH汲a)K.πaa ∂x、 π ∋B.

仕 事 が 始 ま っ た      私 た ち は 仕 事 を  始 め た
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MaHa厳 双aBC-CaH.从aHa覚X双aBCaa-CaH・

 うちの  塩 が   切 れた    うちは    塩 を    切 ら した

21)以 上 の考 え を要 約 す る と、 『ム 』で代表 さ れる、 中世 蒙古 語 に 見 える動詞 語幹 祖rsa―

(中 世 ・西部 蒙古 語 の少 な く ともあ る地域 に存在 したと考 え られる)は 、 同文献 に見 え る

甑ra-及 びqata一 と形 態的 及び 意味的 にそ れぞ れ次 の ような関係 にあっ た もの と推定 で きる

  蓉irsa-(<  蓉iras- <  sira-S-)

《漁 乾 か す 、 あ ぶ る/火 撫 乾 く》

形態的関係 爼ra-《(火 で)焼 く》

意味的関係 qata― 《     ・乾 か す 》

22)deverbal verbal suffix-s一 の 表 示 す る意 味 、 す な わ ち 、 ① 瞬 時 体(塩 谷 前 掲 論 文)、

② 暫 時 体(本 論 文)は と も に く 時 間的 制 限 の 行為 〉 を 表 示 す る と い う点 で 、1つ の 意 味 範 疇

に 属 す る ア ス ペ ク トで あ る と考 え られ る。

 な お、 本 論 で 述 べ た 《暫 時 体 》 を 表 示 す るdeverbal verbal suffix-s一 は 、 現 代 蒙 古 語

(ハ ル ハ 方 言)で は 極 め て 非 生 産 的 で あ り、 これ に変 わ っ てcompound suffix―sxi:一(蒙 古 語

一CXH前 ―;cf . Mo.-ski-)が 完 全 に そ の地 位 を 占 め て い る 。

・y刀a覚CXH勇x《 烈 赤 くな る 》<y刀a前x《 赤 く な る 》

Ha賞P θH』1θpJIexYeムTθMeprya勇 orT corTcoH

宴 会 が   終 わ る   頃 、 ト ウム ル さ ん は 全 く  酔 っ た

HH3rY前,ulapa益 HbyJla前cxH前r99刀Icyy)K6a前caH.

様 子 も な く、  顔   が   少 し赤 味 を帯 び て   座 っ て   い た

(こ の 文 で は 、 ト ゥム ル さ ん の 顔 が 完 全 に赤 く な っ た の で は な く、 烈 赤 くな っ た こ と を 示

す 。)

・O前pTOCX瓢 貢X《 少 し近 づ く》<Q覚pTOX《 近 づ く 》
            一

Taxoepo覚PTOCXH薮.

お ふ た り と も 少 し体 を 寄 せ て下 さ い(写 真 を取 る と き 、 相 手 に 向 か っ て)

(MoHroJI一 刄noH H HaHbl双3BT3 (1990)p.311.yJlaaH6aa一

Tap.)(こ の文 で は、2人 が鯲 近づ くのでは な く、瓢 近づ くこ とを示 す。)

 こ のdeverbal verbalsuffix-cxn覚 一に対 し、 皿.OTroHcYP3Hは

∋pqHMrY厳 Y貢Ju3x6a藺 双a」1《 動 作 の 程 度 を 弱 くす る ア スペ ク ト》 と称

して お り、 非 常 に興 味 深 く注 目さ れ る 。

 ま た 、 丑.OTroHcvpgHに よ る と、yxacxH貢,-,ToHrocxH益-,

rHπCXK首 ― 等 の 一 群 の 動 詞 は 、 語 彙 的 には 確 か に ア ス ペ ク ト(こ こ では 《瞬 時 体 》)

を 表 示 す る が 、 形 態 的 に はyxac+x翼 貢 一,ToHroc+xH藍 ―,r∬ πc+

XM銘-の 如 く分 析 的 で あ り、 主 と して 副 詞(yXaC,TOHrOc,rH」Ic等)か ら瞬

間 動 詞 を形 成 す る の で 、 上 述 の 動 詞 の ア ス ペ ク ト接 辞 一CXM前-と は 区 別 す べ き で あ る と

い う見 解 を 述 べ て い る 。(ム 。OTrOHCYPgH,O qHHロarH益HMOH-

roJl x3JIHI4覚  蔚JI PH盖Hx3B 6a前 JlblH  al、aB blH
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Ha鈎pyy刀rblH YYpgr(1982)p.155.註12y,πaaH6aaTap,)

例 え ば 、 先 に 述 べ たyπa前cxH黄x《 少 し赤 くな る 》 は、 前 者 、 suffix-cxH前 一の

例 で あ る の に対 し、y」lcx翼 覚x《 パ ッ と赤 くな る 》 の 方 は、 後 者 、 す な わ ち 瞬 間 動 詞

の 例 で あ る 。 この2種 の 動 詞 を 含 む次 の 文 を参 照 さ れ た い 。

・双oPoM)KYr coHccoH 6YcrY覚H yyp五YPcxH貢H

  侮 辱 の  言 葉 を  聞 い た     女 性 の   怒 り は  急 に 込 み 上 げ、

田apaHr'yH 口apaHraa yJICXPIH涯rgH HaH3

 黄色 つぼ い     顔 を     パ ッと赤 く し   友人 の

6YcrY勇 皿39 0覚pToHoqcHoo3prgHTo益poH/10JloH

   女 性 に    近 づ い て   行 く や 、    ま わ りに    た く さ ん の

TaHHxrY藍xYH 6a勇PaaraH3aapMar口614e3 6apレIH

  見知 らぬ   人が   いるの に     気づ くと      我慢 を し

AyyrVH 3orCOXO汲TYYHHHXa腿apyJIa弖4CX軅HH

 黙 っ て  立 ち 止 ま っ た 時 、 彼 女 の   頬 は    少 し 赤 らみ

aJ亙 膩MM3T 60J五COH6a繭Jlaa.

りん ご の よ うにな ったの で あ った

さて、 ここで歴 史 を遡 って検 証 してみ るこ とにす る。 中 世の 文献 『蒙 古秘史 』の言 語で

は 、 《動 作 の 瞬 間 性 》 を 表 示 す る 「-s動 詞 」表 現(こ の 喝 は 、《瞬 時 体 》 表 示 副 詞 形 成 接

辞 と考 え ら れ る)が 計27回 見 え る が 、 この 場 台 、 動 詞 は 必 ず しもki-《 す る 》(こ れ は 、 現

代 蒙 古 語 一cx琉 覚 一のx麗 首一に 対応 す る)に 限定 さ れ る わ け で は な く、 例 え ば、 od― 《行 く》 、

ire-《 来 る 》、kele-《 話 す 》 、alda-《 失 う 》、oro-《 入 る 》 、sa憶 一 《座 る 》 、6ab6i―

《切 る 》 等 、 様 々 の動 詞 と結 合 して い る。 さ らに 、 同 文 献 で 、hirme量UIU逗 二 《ま ば た き

を しな い 》(cf.WQ。 hir皿e―;NQ. irme-《 ま ば た きす る 》)と い う 表 現 が 計3回(cf.7節 、

10節 、12節)見 え るが 、 こ の 場 合 、 否 定 詞UIU(こ れ は、 通 常 否 定 す る 動 詞 に前 置 さ れ る)の

位 置 が あ く ま で も 動 詞ki一 に 前 置 して い る の で あ っ て、 決 し て動 詞hirme一 に 前 置 し、*UIU

hir田e旦ki一 と な っ て い る わ け で は な い。 以 上、2つ の 理 由 か ら、 中 世 蒙 古 語 の 『秘 史 』の

時 代 に、 い わ ゆ る 「-s動 詞 」表 現 が 形 態 的 に1つ のcompound suffixと し て形 成 さ れ る に

至 っ て い な か っ た こ とは 明 らか で あ る。 この こ と は現 代 蒙 古 語 にお い て も、 例 え ば 、

yxaCXH前 一,rHJICXH前-等 の 瞬 間 動 詞(《 瞬 時 体 》 を 表 示 す る)が そ れ ぞ れ

ヅxa殳yxa彑XH貢-, rH諏 彑rg∬ 弖XH貢 一 等 と交 換 可 能 で あ り、 い わ ゆ る

分 析 的 で あ る こ と と合 わ せ 考 え る と う ま く納 得 が ゆ く こ と で あ る。

 し た が っ て 、 現 代 蒙 古 語 に お い て 一CXH藍 一が 共 時 的 に 非 分 析 的 な1つ のdeverbal

verbal suffixと し て 新 た に 《暫 時 体 》(《 瞬 時 体 》 で な い こ と に注 意)の 意 を 表 示 しう る よ

う に な っ た の は 、 少 な く と も 『秘 史 』の 『-s動 詞 」表 現 の 種 々 の 動 詞 が 先 ずki一 と して 一

般 化 され 、 そ の 後 、 歴 史 的 に ―ski-〉-ski-の 如 く接 辞 化 して しま っ た 後 で あ ろ う と推 定
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さ れる。

 以上 の考 え を通 時 的 に図示 すれ ば概 略次の よ うになる。

『秘 史 』の時 代 現代蒙古語 表示する意味

「i動 詞 」表現

 ↓

《瞬時体》表示

副詞形成接辞

→  -ski-→ ・ → 二sxi;-

《瞬時体》

  ―

一 般 化

   … →-ski一

(～ ―S-sxi:一)

 〈分 析 的 〉

 →  -sxi:一 主 と して

 《暫 時体 》

   一

接辞化 ↓

 《暫時体》

 〈非分析的 〉

表示

23)音 節 末 子 音 一s-～-d― の 交 替 は、 若 干 の 形 状 動 詞 に も 見 ら れ る 。 例 え ば、cgp」 ≧XH黄 ―

[sersxi:一], c g p丑xH黄 一[serdxi:一]は 、 微 妙 に ニ ュ ア ン ス を 異 に す るが 、 基 本 的 に は

《(恐 怖 ・驚 き な どで)ギ ョ ッ とす る 、 ビ ク ッ とす る 》 とい う類 似 した 意 味 を示 す 。 こ の2

種 の 動 詞 を 含 む 次 の 文 を 参 照 され た い。

・刀1∂JI       xa丑HLI刀193rYYP aPraJIH前H  gBPH貢H

 馬のたてがみのように突き出た岩の   上を アルガリ(野生の雌羊)の  角の

Y3YYPC3PCXHHHY39rAM3r口aHqHH3PCgP丑XHHH

 先 が    パ ッ と     見 え る や 、   狩 人 の 男 は   ハ ヅ と

eH双H曲)KA3Pr3刀139 「raBbcaH 6yyraa田YYP3H aBJIaa.

体 を 持 ち 上 げ   そ ば に    置 い た    銃 を  ひ っ つ か ん で 取 っ た

24)9.BaHムy前 に よ れ ば 、 ハ ル ハ 東 方 言(xa凋x日H刄opHo汲aMaH

aH」Iryy)と は 次 の2つ の 下 位 方言 か ら な る と言 う 。

1.ヘ ン テ ィー ・ア イ マ グ の 東部 及 び 南 部 、 ドル ノ ド及 び ス フ バ ー トル ・ア イ マ グ の ハ ル

  ハ 方 言

2.ダ リ ガ ン ガ 方 言

(3.BaHムy銘,``XaJlxblH a黛Jlryyr cyAJIax acyy五aJI',,

XaJlxちIH aπJlryy 、(1970)pp.19-24.yJlaaH6aaTap.)

25)蒙 古 語 ハ ル ハ 方 言 の 辞 書 類 に は、 通 常YxTr3x, YxgTxH前xの2語 が 記 述 さ

れ て い る が 、 ハ ル ハ 出 身 の イ ンフ ォー マ ン トよ り確 認 した 所 、 現 在 当地 で 用 い られ る の は

YXgTXH覚Xの 方 で あ り、 しか も、 通 常 書 き 言 葉 に お い て で あ る と言 う。 こ の 動 詞 を

含 む 次 の 文 を参 照 ・され た い 。

・rgHgT 6yyH 刀/yy HHpxH前H coHcor双Mol・ ロ16yTHLI

  突 然   銃  声 が  と ど ろ い て    聞 こ え る や 、   低 木 の

epooハ 丑x∬paHx3BT9姙(6a賞caHTyyJla鍬 ロoqcoH八 〇 〇

底に    隠れ   潜んで    いた    うさぎは   びっ くりして
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yXaCXHHHX3双Xapa}{CHaa YXgTXHHHXeCep

   急 に    数 回  跳 び上が つた後 、  気 を失 つて   地 面 に

yHaJIaa.

 倒 れ た

ま た 、 内 蒙 古 の 辞 書 に は 、 この 語 に 対 し、 〈 古 旧 詞 〉 と記 して あ り、 上 の こ と と合 わ せ 考

え る と、 現 在 の 蒙 古 語 で は、 こ の語 はす で に 古 語 的性 格 が 強 い も の と判 断 で き る 。

26)小 沢 に よ れ ば 、 『秘 史 』 に見 え る兀 窟 慯古 一(UkUdgU-)は 、 形 態 的 に は 蒙 古 文 語 の

UkUdge-(筆 者 の 言 う所 のUkUdke-)よ り古 い形 で あ り、 意 味 的 に は 動 詞UkU-《 死 ぬ 》 との 関

連 で 《瞬 時 死 ぬ → 失 神 す る、 呆 然 と な る 》 と解 さ れ る こ と か ら 、-dgU-(あ る い は 一d-9U-)を

《動 作 の 瞬 発 性 、 一 回 性 》 を 表 す 接 辞 的 要 素 と み な しう る 可 能 性 が あ る と述 べ る 。 しか し、

『秘 史 』 に 見 え るUkUdgU一 を 蒙 古 文 語UkUdke― よ り古 い 形 態 と見 な して い る 点 、 ま た 、 も う

1っ の 蒙 古 文 語 形 甑 湿ki一 を こ れ ら と ど の よ う な 関 係 で 把 え るべ き な の か と い う点 等 、 詳 細

に 関 して は 筆 者 と 見 解 を 異 にす る 。(小 沢重 男 『元 朝 秘 史 全 釈 続 攷(上)』(1987)pp.354-35

5。註(1)東 京)

27)UkU-d-ke一 の 一ke-が 元 来causative suffixで あ る に も か か わ らず 、 語 彙 的 に は 《意 識 を

失 わ せ る 、 気 絶 さ せ る 》 とい う他 動 詞 で は な く、 《意 識 を 失 う 、 気 絶 す る 》 とい う 自 動 詞

で 用 い られ る こ と につ い て 、 こ こで 若 干 説 明 を 加 え な け れ ば な らな い 。 こ の こ と は 、

causative suffixが 一 般 に 〈生 理 現 象 〉 を 表 す 動 詞語 幹 に接 続 す る 場 合 、 《(何 か が 人 に 〉

～ させ る 》 と い う 本 来 の 意 味 よ り転 じて
、 《自分 の 意 志 に 反 して/意 識 的 で は な く無 意 識

的 に ～ 熏 ゑ 》 と い うニ ュ ア ン ス を 表 出す る よ う に な っ た結 果 、 語 彙 的 に は あ く ま で も 自動

詞 と して用 い られ るの と 同 一 の現 象 で あ る。 以 下 に挙 げ る 例 を 参 照 さ れ た い。

L中 世 の ア ラ ビ ア字 蒙 古 語 文 献 『ム カ デ ィマ ッ ト ・ア ル ・ア ダ ブ 』 で は 、hanis-:

hanis盟 一(こ れ はhanis-qa-と 分 析 さ れ、-qa― はcausative suffixで あ る)が い ず れ も 《く し

ゃ み をす る 》 と い う意 味 で 同 様 に 用 い られ る 。

a)qata,且hanis・ba《cHπbHoqHxHy、 π》(295)

 激 し く く し ゃ み を し た

b)hanisg.旦 ・ba  《qMxHy、 π 》(181)

く しゃ み を した

hir6・behanisg皇 。qsan     《Hpoレ13Hec 6Jlaroe

祝 福 した く しゃ み を した も の を no)Ke涯aHHe qMxHyB田eMy》(185)

 (塩 谷 前 掲論 文(1989)pp.60-61.)

2― 現代蒙 古語(ハ ル ハ方言)で は、 〈生理現象 〉を表 す動 詞 に対 して は、使役 形、 非 使役

形 の 両形 とも用 い られ るが、 どち らか と言 えば対応す る使 役形 の方 が よ く使 われ る。

           使 役形     非 使役形

《咳 をす る》   xaHHa凋rax xaHKax
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《あ くび を す る 》 9B1U33Jlr3× 3B田33X

《げ っ ぷ を す る 》 XgXP皿 ∂X X3XPgX

(塩 谷 茂 樹 「ダ グ ー ル 語 ハ イ ラ ル方 言 の 口語 資 料 一 テ キ ス ト と注 釈 一 」 『日本 モ ン ゴル 学 会

紀 要 』No.21(1990)P.69.註10.-6.東 京)

例 え ば 、 次 の よ う に用 い ら れ る。

A(医 者):XaHHa」Ira軍6a黄Hayy?

       咳 が 出 て    い ま す  か

XaMap q瓢Hb6uTYYPq6a負Hayy?

  鼻(← あ な た の)が  つ ま っ て   い ま す  か

B(患 者):TH厳M33,双ooKTooP,xaMap 6HTYY,Hx

        は い 、    先 生 。    鼻 が   つ ま っ て 、 た く さ ん

xaHI4aJ!ra)K6a厳Ha.

  咳 が 出 て    い ま す

な お 、 こ の 例 文 は、 次 の 本 か ら引用 した 。

Jaroslav Vacek, Uこiebnice mongol§tiny-Hovorovテ sty1(1979)P.233. Praha.

3,上 の2,で 述 べ た こ とは 、 ダ グ ー ル 語(ハ イ ラ ル 方 言)に お い て も、 ほ ぼ 同 様 に 当 て は

ま る。 例 え ば 、 当 該 言 語 で は 、xanje:d-:xanje:de墨 一(こ れ はxanje:d―o-lga:一 と 分 析

さ れ 、 ―lga:一 はcausative suffixで あ る)は いず れ も 《咳 を す る 、 咳 が 出 る 》 の 意 味 で あ る

が 、 後 者 の 方 が よ り自 然 で 、 しか も文 体 上 良 い 表現 法 だ と 言 う 。

xalu:nminj bo:sen a:je:∫, bas l xan3e:de墨L三d5a:woi.

熱(← 私 の)は 下 が っ た け れ ど、 まだ 咳 が 出 ます(塩 谷 前 掲 論 文(1990)pp.67―69.)

 以 上 、1,,2.,3.の 事 柄 を総 合 す る と、 蒙 古 文 語 に 見 え るUkUdke一 に 対 し、 少 な く と

も*UkUd-(こ の 形 は 現 在 実 証 さ れ な い):UkUdke-の 形 態 的 対 立 を想 定 し、 後 者 の 動 詞 に お

い て 、causative suffix-ke-が そ の 本 来 の 意 味 を 失 っ た と考 え る こ と は 十 分 に 容 認 す る こ

とが で き よ う。 な お 、 蒙 古 文 語tkUdke一 の 直 接 の 後 身 は 、 ブ リ ヤ ー ト語 のYX3ムx3-

(cf.蒙 古 語YXTr3-)で あ ろ うが 、 ブ リヤ ー ト語 の辞 書 で は 、 こ の 形 式 をYX3-《 死 ぬ 》

の 一 種 の 使 役 形(た だ し、 意 味 上 の 直接 の 使 役 形 はYXYYπ-《 死 な せ る 》 で あ る こ とは

言 う まで も な い)と 見 な して い る こ と は 筆 者 の 考 え の 傍 証 とな る も の で あ る。

28)註22)を 参 照 。

29)r.从.Bac翼,πeBHq,3BeKKH貢cKo-  ccK}1勇 cJloBa b

(1958)P.790.从ocKBa.

30)た だ し、 満 州 文 語 で は 、 《瞬 時 体 ・暫 時 体 》 の 意 味 を 表 示 す る若 干 の 動 詞 語 幹 か ら要 素

一sla-(<―s÷la―)を 抽 出 す る こ とが で き るが
、 これ は 、 蒙 古 文 語 の 要 素 ―ski-(cf.蒙 古 語

一CXH前 一)に ほ ぼ 対 応 す る も の で あ る
。
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満 州 文 語                   蒙 古 文 語

dokdo鎚 一  《一 瞬 ど き り とす る 》     :dOYdo旦 亘 一《一 瞬 ブ ル ッ と 震 え る 》

(cf. dokdola-《 び っ く りす る、 どき り とす る 》 :dQYdol一 《震 え る 、 どき ど き す る 》)

ende鎚 ― 《わ ず か に誤 る 》        :ende典 一《同 左 》

(cf。 ende-《 誤 る 》            :ende- 《同 左 》)

こ こで 、 両 言 語 に 共 通 して 見 え る要 素 一sは 、 起 源 的 に はdeverbal verbal suffix(V→V)と

見 る よ り は む しろ、 《瞬 時 体 》 表 示 副 詞 形 成 接 辞(註22)を 参 照)と 見 る べ きで あ ろ う。

そ の 他 、 満 州 文 語 に は、 要 素 一sla一を 有 す る動 詞 に次 の も の が あ る 。

Ha. Qk5Q鎚-《 軽 は ず み な こ とを 言 う、 ま た は 行 う 》

な お 、 こ の 語 は 次 の よ う な 派 生過 程 を経 て形 成 さ れ た も の と推 定 さ れ る 。

飴 。Qk  《(擬 声 語)① 驚 き の 声 ② 嘔 吐 の声 》

〉劾k-5。 一@驚 く(okの ① の 意 味 で)》(cf.肱 。 Qk-si-《 吐 く(。kの ② の 意 味 で)》)

〉*o縛o-s《*瞬 間 的 に驚 く動 作 を表 す 副 詞 》

>okJOS-la-《 准人 が ギ ョ ッ と驚 く こ と をす る→ 軽 は ず み な こ と を 言 う 、 行 う 》

(*は 実 際 に は 実 証 さ れ な い 推 定 形 及 び 推 定 され た意 味 を 示 す 。)

一 方
、 蒙 古 語 で 形 態 的 に こ れ に対 応 す る語 は 、 お そ ら く 中 世 の 文 献 『秘 史 』 に 見 え る斡 黒札

lr(Qα5ad-)《 驚 》(199)で あ ろ う が 、 現 在 の 蒙 古語 で は 、 こ れ に 対 す る 直 接 の 後 身 は 見 られ

な い。

31)現 段 階 で は 、 こ の 現 象 が 内 蒙 古 の ど の下 位 方 言 に ま で 及 ぶ も の か 地 域 的 に 特 定 で き な い

の で、 便 宜 上 、 「内 蒙 古 語 ・下 位 方 言 」 と記 述 す る に と どめ た 。

32)内 蒙 古 自 治 区 赤 峰 市 阿 魯 科 爾 沁 旗 巴彦 塔 拉 蘇 木 出 身 の イ ン フ ォ ー マ ン トに よ る 。

33)内 蒙 古 自 治 区 哲 里 木 盟 科 爾 沁 左 翼 中旗 海 力 錦 蘇 木 出 身 の イ ン フ ォー マ ン トに よ る。

34)suffix-da-4は 、 そ の 他 、 passive suffix-gd-(cf。 トio。-ピda-2)を 伴 う若 千 の 動 詞 語 幹

の 直後 に も 見 られ る と 言 う。 以 下 は 、 ア ル ホ ル チ ンの ロ語 の 例 で あ る。

ter xol, bε:∫io xaragda典d3 bε:n。 向 こ う に 家 が 見 え る

(Mo。 tere qola bayising qara一 τda-Ju bayina。)

こ の 文 を 、 同 方 言 のter xol, bε:∫io xarag璽d5 bε:n。 と 比 較 す る と、 後 者 は 単 に 《向 こ

う に 家 が 見 え る 》 と い う 事 実 を客 観 的 に述 べ て い る の に対 し、 前 者 は 《向 こ う に 家 が 鯲

に わ た っ て あ れ こ れ は っ き り と見 え る 》 とい うニ ュ ア ン ス の 違 い を 示 す と言 う 。 こ れ は 、

「家 」そ の も の を、 言 わ ば 、 〈総 数(generic number)〉 と して で は な く、<部 分 数(par-

titive number)〉 と して 解 釈 す る こ と に よっ て 、 suffix-da-4(V→V)に 内 在 す る 〈複 数 概

念 〉を う ま く説 明 で き る 可 能 性 が あ る 。

35)こ のsuffix-da-4は 、 当 該 の 下 位 方 言 で は 、 例 え ば 、 ホ ル チ ン 出 身 の イ ン フ ォ ー マ ン ト

(註33)を 参 照)に よ る と、 《念 を 押 す よ う な 気 持 ち を込 め て 述 べ る 》 際 に 用 い ら れ る と言 う。

ま た 、 ア ル ホ ル チ ン 出身 の イ ン フ オ ー マ ン ト(註32)を 参 照)に よ る と、 このsuffixは 結 果 的

―57一



に 《聞 き手 の 注 意 を 引 く働 き をす る 》 と言 う。

36)柴 谷 方 良 、 影 山太 郎 、 田 守 育啓 『言 語 の 構 造 一理 論 と分 析 一意 味 ・統 語 篇 』(1982)pp.

100-106.く ろ しお 出版 東 京

37)動 詞yJIa益 ハ-に 対 し、 yaa首c一 と い う形 も 同様 に 見 られ る が 、 この2語 の 形 成 過

程 に関 し、 筆 者 は 、y凋a貢 一の 直接 の 派 生 語 は あ く ま で もyJla覚 双 一の 方 で あ り、

yJIa黄c一 は そ れ の 単 な る 音 声 的 交 替(音 声 末 子 音 一d-～-s-の 交 替)を 反 映 した 形 式 で は な

い か と考 え る(yJla勇 一> y諏a貢 』L-～yJla勇 ≦≧一)。 以 下 、 y」la覚 一とyπa前 皿 一

を 含 む次 の 文 を 参 照 さ れ た い。

。θBre}{ムaPXaH TyJIMaHXeeperHH前Xee

 年 老 い た  鍛 冶 屋 は 、  皮 袋 の     ふ い ご の

双apyyJlrblr 3yryyxaH xe双eJlrex Yec 6Y双3r6aムar

  圧 縮 棒 を    ゆ っ くりと    動 かす    と、    か すか に

巡XXycHblHYYPC Te丑eJlrYH UaHBap 田apraJI

 赤 ら む か ば の 木 の  炭 が   ま も な く    白     黄

eHr∂epTy∫lapaH6a益cHaaxyp口 田ap双eJI

  色 に   光 り輝 いて、  その後  まばゆい 黄 色 の 炎 が

ePBecx}{貢H6a八apq五33pHbTaBbcaHxaBTra益

   パ ッ と   燃 え 上 が り、 そ の 上 に   置 い た    平 ら な

xexTeMePx3江 ∂HxoPMLIHπaPaayJlaシ1双aB,

 青 鉄 は 数 分 後 に 赤 熱 した

38)こ の 他 、 蒙 古 語 ・ハ ル ハ 方 言 で は、suffix-d-(v→v)の 原 義 が 全 く 失 わ れ て し ま っ た と

思 わ れ る 例 も若 干 見 ら れ る。

3ggπ ―(齢 。 Jigele-)=3∂3打 丑 一(Mo.5igele旦 一)《(お 金 を)借 り る 》

cf.333訌YY汎-=333ハ 且YY諏 ―     《(お 金 を)貸 す 》

こ の2種 の 動 詞 を 含 む次 の 文 を参 照 され た い。

BMT3PXYHggc10Terper333Jlc3H/ ―393」1五c3H.

私 は あ の  人 か ら  10 トウ グ ル グ   借 り た

B隔 丁9PXYH君 一1◎Terper399JIYYJ1c3H/-c3H.

私 は あ の 人 に  10 ト ウ グ ル グ    貸 し た

た だ し、 田HM-(Ho. sime-)《 吸 う 》 、mHMT-(Mo. simed-)《 し み 込 む 》 と い う例 に 関

して 言 え ば 、 後 者 の 動 詞 は、 前 者 の 対 応 す る動 詞 よ り派 生 した と考 え る よ りは む しろ 、

Y覚,π(晦.uile)《 行 為 》>Y覚 丑 ム-(睦o. Uile堂)《(あ る 行 為 を)す る、 行 う 》 の よ う

に、 対 応 す る名 詞 語 幹 田HM(M。. sime)《 栄 養 、 滋 養 、 養 分 》 よ り派 生 した と考 え る べ き

で あ ろ う 。 し か も、 意 味 的 に は 、後 者 の動 詞 に対 し、 元 来 《栄 養(養 分)を 取 る 》 とい う 意

味 を 仮 定 し、 こ れ が 《しみ 込 む 》 を 意 味 す る よ う に な っ た も の と解 釈 で き る 。

―58―



39)denominal verbal su£fix-(y)id一 に 関 して は、 小 沢 重 男 『元 朝 秘 史 全 釈(下)』(1986)

pp.228-229.註(2)東 京 を参 照 。 ま た、 このsuffixの 例 と して 、 さ らに 『秘 史 』 で 次 の よ う

な 例 が み ら れ る こ と も付 記 して お く。

孛 斡 勒(bo'61)《 奴 隷 》>bo'61過 ― 《奴 隷 に す る》(cf.(§154)孛 斡 里 都 牙(bo161id-u-ya)

《奴 隷 に し よ う 》)

な お 、 この 語 は 、 『ム 』 で はbδII堕 一(<bδ1)と 見 え 、 い わ ゆ る ―(y)id一 系 で は な く 一la-2系

が 用 い ら れ て い る こ と に 注 意 した い(註6)を 参 照)。

40)蒙 古 語 ハ ル ハ 方 言 の 辞 書 、 例 え ば(H)に は 、ho. simsirid-に 対 し 田HM山HpTgx

と い う語 が 記 載 さ れ て い る が 、 ハ ル ハ 出 身 の イ ン フ ォ ー マ ン トよ り確 認 し た所 、 この 語 は

現 在 、 ハ ル ハ 方 言 で は用 い ら れ な い よ う で あ る 。

41)筆 者 は 、 か っ てdeverbal verbal suffix-s-(こ の 場 合 、-s一 は 《瞬 時 体 》 の 意 味 を 表 示

す る)の 直 前 に も 、suffix-i一 が 遭 遇 す る こ とを 指 摘 した 。

No。 Qnisqa《 謎 、 な ぞ な ぞ 》 くonエ-s-qa<ong-《 当 た る 、 命 中 す る 、 言 い 当 て る 》

Ho. Jogis-《 し ゃ っ く りを す る》<Jogエ ーS-<*50g-主 ― 〈JOY《 動 作 の 中 断 を 表 す 副 詞 》

(cf。 Jo¥so― 《(じ っ と)立 つ 、 止 ま る 》)(塩 谷 前 掲 論 文(1989)pp.64―66.)

こ の よ う に 、deverbal verbal suffix-s-/-d-の 直 前 にsuffix―i― が 遭 遇 して い る の は 、

単 な る 偶 然 に よ る もの で は な く、 そ れ ぞ れ 、 双 方 の 間 に何 ら か の 統 合 的(syntagmatic)な 、

密 接 な 意 味 の つ な が りが あ る こ とに 起 因 して い る も の と思 わ れ る。 例 え ば 、 先 の 邑Q。oni一

旦一qa,50碗 ―旦一の 場 合 は 、 次 の よ う に定 式化 す る こ とが で き る だ ろ う 。

  -i-   /_一+-s―(V→V)

 《単 発 性 ・一 回 性 》   《瞬 時 体 》 (+はm。rph。IQgical b。undaryを 指 す)

し か し、 本 文 の4,3。 で 掲 げ た 蒙 古 文 語 の 動 詞 対 の 、 そ れ ぞ れ後 者 に 関 して は 、deverbal

verba!suffix-d一 の 表 示 す る意 味 が 現 在 の 所 、 不 明 な の で 、 どの よ う に定 式 化 す べ き な の

か は、 今 後 慎 重 に検 討 す べ き 問題 で あ る。

42)註8)を 参 照 。

43)語 幹 末 の-d-をdeverbal verbal suffixと 見 な し、 後 者 を 前 者 の 派 生 語 と考 え る場 合 の

長 所 は 、 例 え ば 、Jan旦-→Jan工 一d-, simsir旦 一 →simsir主 一d一 等 の 派 生 過 程 を 考 え る際 、

そ れ ぞ れ の 中 間 段 階 に お い て 、 語 幹 末 にsuffix-i一 を 有 す る 形 式(こ の 場 合 は 、 きani-,

simsirエ ー等)が 実 際 に 実 証 さ れ る か ど う か を 全 く考 慮 す る こ と な く(こ の 場 合 は 、 た ま た ま

実 証 され な い)、 そ の 派 生 過 程 を う ま く説 明 で き る点 に あ る 。 本 文 の3.1.で は 、 『秘 史 』 の

Uderi-, Uderid一 に 対 し、*Udere-(〈Ude)を 想 定 し、 そ の 結 果 、

*Udere- →  Uderi- →  Uderid-

の よ う な 派 生 過 程 を考 え 、 考 察 を進 め た が 、 こ こで 述 べ た 考 え に従 う な ら ば 、 『秘 史 』 の

Uderid-に 対 し、 語 幹 末 の 一d一をdeverbal verbal suffixと 見 な し、 直 接 、

*Udere- →  Uderi-d-
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の よ うな 派 生 過 程 を想 定 し、 この 場 合 は、 語 幹 末 にsuffix-i一 を 有 す る形 式 、 す な わ ち 、

Uderi― が た ま た ま 『秘 史 』 で 実 証 さ れ る と解 釈 す る こ と も 可能 で あ ろ う 。

44)た だ し、 こ のdeverbal verbal suffix-d一 が も しも ア ス ペ ク ト接 辞 で あ っ たな らば 、 少

な く とも 本 文 で 論 じた、3.3.1,《 完 成 体 》、3.3,2.《 暫 時 体 》,3.3.3.《 眼 前 現 象 の 強調 》.

の い ず れ か の 意 味 で あ っ た だ ろ う と い う こ とは 、 蒙 古 語 内 部 の 分 析 よ り十 分 推 定 可 能 な こ

と で あ り、 今 後 の 研 究 に とっ て極 め て 有 用 な 指 標 と な る も の で あ る。

45)小 沢 は 、 『秘 史 』 の 中合 里 敦(qalidun)に 対 し、[qalidu-`近 づ く、 せ ま る'の 非 分 離

副 動 詞 形]と 記 して お り、 動 詞 語 幹 をqalid一 で は な く、qalidu一 ま で と 見 て い る よ うで あ る。

(小 沢 重 男 『元 朝 秘 史 全 釈 続 攷(中)』(1988)p.323,東 京)

46)『 秘 史 』 のqalid一 に 対 し、 蒙 古 文 語 で も 同様 にqalid一 が 期 待 さ れ る が 、 蒙 古 文 語 で 実 証

さ れ るqalid一 は 、 《(た か 等 の 鳥 が)飛 び 上 が る 、 舞 い 上 が る 》 を 意 味 し、 酌 。 qali-

(xaJIHX)《1,あ ふ れ る 2,舞 い 上 が る 3.逝 去 す る 》 と形 態 及 び 意 味 的 に 関係

の あ る 語 で あ っ て、 『秘 史 』 のqalid-《 近 づ く 》 と は 全 く別 の 語 で あ る こ とに 注 意 した い 。

(二 十 一 巻 本)qalid-/qa詫aYai-yin Jerge sibaYu-yi talbiぎu, taulai YurYuul-i

たか   等の 鳥  を 放 ち、  う さぎ き じ

bariqu Ugei degegsi qaliqui-yi qalidumui kememUi,

捕 ま え ず に 上 空 を 飛 ぶ こ と をqalid一u-muiと 言 う

(1【1) qalid- / orki了san qarこia冨ai―yin demei degegUr 廳iskU.

       放 っ た た か  の 無 意味 に上 空 を 飛 ぶ こ と

(][、) qalid-(-―-) 《vi, τo fly up, sQar up.》

47)額 爾 登 泰 、 阿 爾 達 扎 布 前 掲 書(1986)p.651.註 ⑩ に よ る。

48)額 爾 登 泰 、 阿 爾 達 扎 布 前 掲 書(1986)pp.929-930.註 ⑳

49)巴 雅 爾 前 掲 書(1981,下)p.1411.

50)小 沢 重 男 『元 朝 秘 史 全 釈 続 攷(下)』(1989)pp.505-506.註(7)東 京

を

51)No. uli-(yJIHX)が 蒙 古 語 で 《(狼 ・犬等 が)遠 吠 え す る 》 を 意 味 す る こ とは 、 次 の 辞

書 類 の 説 明 よ り明 らか で あ る(た だ し、 単 に 《吠 え る 》 を 意 味 す る 基 礎 語 彙 は 、 嫉o.qu6a-

(xyuax)で あ る)。

(二 十 一 巻 本)uli-/6inua n。qai qoyisi uruYsi yeke daYun-iyar urtu duuYarqui-yi

狼 ・ 犬 が 後 ろ へ 前 へ  大  声  で  長 く 鳴 くこ と を

uユ1mui kememUi.

uli-muiと 言 う

(L>uli-(y,πPI x)《vi. To howl(of dogs, wolves,etc.)。 》

52)『 秘 史 』 の 兀 里 思 一 の 傍 訳 《惹 帯 》 は 、 お そ ら く 《引 き起 こす 》 ぐ ら い の 意 味 だ ろ う が 、

仮 に、 こ の 傍 訳 を 参 照 し た場 合 で も、 《言 葉 ・声 を 飆 》 と は 、 つ ま り 《言 葉 ・声 をよ

黛 ゑ(蹠)》 と解 され る の で、 筆 者 の 訳 語 、 す な わ ち 《言 葉 ・声 を 飆 ゑ 》 と そ れ ほ
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ど大 きな隔 た りは ないも の と考 え る。 また、 『蒙古秘 史 』の節 ごとの総 訳 で、 この箇 所 に

対 し、 《一一初 出門便轗 。一-一》 とい う訳 が与 え られ てい るが、 こ こで 《惹是 非 》 は、

《悶着 を起 こす、 物議 を か もす》 とい う意味で あ り、 これ を 《言葉 ・声 を張 り上 げる 》 と

い う直訳 の完 全 な意訳 と して理 解す る こ とは十分 可能な範 囲 と思 わ れ る。

53)註22)を 参 照 。

54)塩 谷 前掲 論 文(1989)pp.70-73.

本文 及び註 で用 い た若干 の略 語及 び その 出典 は次の ようで ある。

『ム 』 :『 ム カデ ィマ ッ ト ・アル ・アダブ 』

H。H.HoπHe,从oHroJlbcKH貢 cJloBa b M Kaム L{MaT

  aJI―a皿a6(1971 rpt.)England。

(二 十 一 巻 本):内 蒙 古 蒙 古 語 言 文 学 歴 史 研 究 所 整 理 『二 十 一 巻 本 辞 典 』(蒙 古 文)(麺

  nigetU tayilburi toli)(1977)内 蒙 古 人 民 出 版 社 呼 和 浩 持

(H1) : 菖aYji, MongYol UsUg―Un dUri!n-Un toli bi～3i£(1937) Ula¥anbaYatur.

(L) : F.D.Lessing, 肖ongolian-English Dictionary(1960) Berkeley and Los Angeles.

(m:兄H3B3J1,从oHro」1xg」IHH貢ToBqTa錘 」16a To」lb

  (1966) y源aaH6aaTap。

(蒙 漢):内i蒙 古 大 学 蒙 古 語 文 研 究 室 編 『蒙 漢 辞 典 』(1976)呼 和 浩 持

(し お た に しげ き、 研修 員)
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